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第 １ １ ４ 号　Ｐ１４～２７市議会だより

創業支援セミナ創業支援セミナーー
日日時時 ６６月月１１４４日日松松 午午後後１１時時３３００分分～～４４時時
場場所所 西西尾尾商商工工会会議議所所会会議議室室（（２２階階））
※※詳詳ししくくはは２２ペペーージジををごご覧覧くくだだささいい。。



広広報報平平成成２２６６年年５５月月１１６６日日号号 ２２

第第１１回創業支援セミナーを開催しま回創業支援セミナーを開催しますす

　創業の基礎知識や資金調達などを分かりやすく解

説する「第１回創業支援セミナー」を開催します。

創業に年齢や性別の制限はありません。会社員や退

職した方、主婦、学生など、興味のある方は、ぜひ

ご参加ください。

対象　創業を予定している方や創業・経営に興味の

ある方、創業して間もない方。市外在住の方も参

加できます。

日時　６月１４日松　午後１時３０分～４時

場所　西尾商工会議所会議室（２階／寄住町）

内容　①創業の基礎知識とビジネスプランの立て方

②創業者に聞く「成功体験談」　③計画的な資金

調達　④創業資金について

　※セミナー後に個別相談コーナーを設置します。

定員　５０人（先着順）

受講料　無料

共催　西尾市、西尾商工会議所、一色町商工会、西

尾みなみ商工会、西尾信用金庫

協力　愛知県信用保証協会、日本政策金融公庫

申込・問合先　５月１９日捷から、直接または電話、

ファクスで市商工観光課商工担当（緯６５・２１６８／

胃５７・１３２１）へ。

その他　定員に達しない場合は、当日の参加もでき

ます。

第第６６回三河一色うなぎまつりを開催しま回三河一色うなぎまつりを開催しますす

　日本有数の生産量を誇る「一色産うなぎ」や地域

の特産品をＰＲする、第６回三河一色うなぎまつり

を開催します。ぜひ、お越しください。

日時　６月７日松・８日掌　午前１０時～午後３時３０

分

場所　一色さかな広場（一色町）

内容　うなぎ丼や蒲焼き、白焼きの販売、地域の特

産品の即売会、うなぎつかみ大会（小学生のみ）、

大セリ市、伊藤秀志ライブ（７日のみ）、つボイノ

リオ＆小高直子の

トーク＆ライブ

（８日のみ）など

入場料　無料

問合先　三河一色う

なぎまつり実行委

員会（緯７２・８８４７

／一色うなぎ漁業

協同組合内）、商工観光課商工担当（緯６５・２１６８）

●愛知県風しん抗体検査

対象　妊娠を予定または希望する女性。ただし、現

在妊娠中の方や出産経験のある方、過去に風しん

にかかったことがある方、風しん抗体検査・予防

接種を受けたことがある方を除く。

助成額　費用の全額（無料）

その他　詳しくは、検査前に西尾保健所（緯５６・５２

　４１／寄住町）へお問い合わせください。

●西尾市風しん抗体検査

対象　次のいずれかに該当する方（内縁含む）。ただ

し、過去に風しんにかかったことがある方や愛知

県風しん抗体検査の対象者を除く。

　①妊娠を予定または希望する女性やその夫

　②妊娠している女性の夫

助成額　自己負担の内 ３ ，０ ０ ０ 円を上限

申請方法　検査後に、認め印・振込先の分かるもの

・抗体検査結果の分かるもの・領収書を持参の上、

西尾市保健センターまたは吉良保健センターへ。

●西尾市風しん予防接種

対象　愛知県または西尾市の風しん抗体検査で、抗

体価が低く感染予防に十分でないと判定された方

助成額　自己負担の内 ５ ，０ ０ ０ 円を上限

申請方法　接種後に、認め印・振込先の分かるもの

・抗体検査結果の分かるもの・領収書・予診票の

写しを持参の上、西尾市保健センターまたは吉良

保健センターへ。

◆共通事項

申請期限　２７年３月３１日昇まで

問合先　西尾市保健センター（緯５７・０６６１）、吉良保

健センター（緯３２・３００１）

風しん抗体検査と予防接種費用を助成しま風しん抗体検査と予防接種費用を助成しますす



３３ 平成２６平成２６年年５５月月１６１６日号日号広広報報

　市国際交流協会では、姉妹都市であるニュージー

ランド・ポリルア市に高校生を派遣する「西尾市姉

妹都市親善訪問団」の団員を募集します。この派遣

は、ポリルア市の中・高等学校への体験入学などを

通して、国際的な視野を広めていただくために行う

ものです。ポリルア市での滞在は、ホームステイを

予定しています。

対象　市内在住または在学の高校生。ただし、過去

に同訪問団や市の海外派遣事業に参加したことが

ある方を除く。

※参加者は市国際交流協会に入会し、帰国後はホ

ームステイの受け入れやイベントでの帰国報告

など、協会の諸活動に協力していただきます。

派遣期間　８月１６日松～２５日捷

募集人員　１０人

費用　約１５万円（旅行費用と必要経費約２５万円のう

ち、同協会から１０万円を助成）。ただし、傷害保険

などは別途自己負担。

※参加料は例年のものを参考にしているため、増

減する場合があります。

提出書類　①申込書（３か月以内に撮影した写真を

貼付）　②作文＝「ポリルア市訪問に期待するこ

と」（ ４ ０ ０ 字詰め原稿用紙で２枚程度）

※申込書は同協会事務局と市内５高等学校に用意。

同協会のホームページからもダウンロードでき

ます。提出書類は返却しません。

選考方法　①一次審査＝応募の動機、作文など

　②一次審査合格者の中から抽選で決定します。

応募期間　５月２０日昇～３０日晶　午前８時３０分～午

後５時　※必着。

応募方法　提出書類を直接または郵送で同協会事務

局（〒 ４ ４ ５ －８５０１住所不要／地域支援協働課内）

へ。代理人による申し込みもできます。

問合先　市国際交流協会事務局（緯６５・２１７８）

高校生姉妹都市親善訪問団員を募集しま高校生姉妹都市親善訪問団員を募集しますす

西尾市スポーツ推進計画を策定しまし西尾市スポーツ推進計画を策定しましたた

閲覧場所　市役所行政情報コーナー（１階）、各支所、

各市立図書館、総合体育館、中央体育館、鶴城体

育館、一色Ｂ＆Ｇ海洋センター、コミュニティ公

園、吉良野外趣味活動施設、幡豆公民館

　※市ホームページでも閲覧できます。

計画期間　２６年度～３５年度

問合先　スポーツ課振興担当（緯５４・０００２／総合体

育館内）

　市民ニーズに応じたスポーツ施策を、総合的

かつ計画的に進めるための新たな指針となるも

のです。市では「スポーツで元気になるまち西

尾　～すべての人にスポーツの喜びを～」を基

本理念に掲げ、計画を進めていきます。

ー　スポーツ推進計画とは　ー

　西尾市出身で、オランダで活躍中の岩田恵子さん

などによる、すてきな演奏をお楽しみください。

日時　７月１２日松　午後３時３０分開場、４時開演

場所　文化会館小ホール

出演　岩田恵子（バイオリン）、木越洋（チェロ）、

渡辺千春（ビオラ）、須関裕子（ピアノ）、黒木

岩寿（コントラバス）、篠崎仁美（ピアノ）

入場料　 １ ，５ ０ ０ 円（全席自由）

※３歳以上有料。３歳未満でも席が必要な場合は

有料。

入場券販売開始日　５月１７日松

入場券販売場所　岩瀬文庫、文化会館、一色町公民

館、吉良町公民館、幡豆公民館、おしろタウン・

シャオのインフォメーション

その他　①車いす席を利用する方は、入場券購入時

に申し出ください　②託児を希望する方は、事前

予約が必要です　③入場券販売開始日に限り、１

人５枚までの購入制限があります。

問合先　文化振興課庶務担当（緯５６・６６６０／岩瀬文

庫内）

市文化事業 チューリップコンサー市文化事業　チューリップコンサートト２０１４２０１４



広広報報平平成成２２６６年年５５月月１１６６日日号号 ４４

　市では、市役所本庁舎をはじめ、水道庁舎、各支

所にお問い合わせをするなどの場合に、左表のとお

り各担当ごとにダイヤルイン（直通電話）の電話番

号を導入しています。担当部署が分かっている場合

は、直接つながるダイヤルインの電話番号をご利用

ください。担当部署が不明な場合は、市役所本庁舎

または各支所の代表電話番号にお掛けください。

問合先　総務課庶務担当（緯６５・２１６４）

市役所への電話はダイヤルインをご利用くださ市役所への電話はダイヤルインをご利用くださいい

▼コース名、健診場所など

申　込　方　法　な　ど費　 用健  診  内  容健　診　場　所コース名

▼指定医療機関…直接予約

▼集団健診会場…予約不要
無料

国保特定健診・
後期高齢者健診

指定医療機関または集団健
診会場（各保健センター、
ふれあいセンターなど）

基本健診
コース

▼直接または郵送の場合…広報にしお４月１６日号
の折り込みチラシに付いている申込書に必要事
項を記入の上、健康管理センターへ。

▼電話の場合…７月１日昇から、健康管理センタ
ー（緯０１２０・９６７・６５７）へ。

男性＝５，０００円
女性＝５，５００円

国保特定健診・
後期高齢者健診
項目＋がん検診
＋追加検診

健康管理センター（西尾市
保健センター３階）

人間ドッ
クコース

　国民健康保険特定健康診査（国保特定健診）・後

期高齢者健康診査（後期高齢者健診）を６月から２７

年１月まで行います。対象者には、受診券を５月末

に郵送しますので、ぜひ受診してください。

対象　４０歳以上で、国民健康保険加入者または後期

高齢者医療保険加入者

コース名や健診場所など　下表のとおり

その他　①６５歳以上の方（要支援・要介護認定者を

除く）は、介護予防のための介護予防チェックを

同時に実施します　②集団健診会場では、肺がん

・結核検診（胸部Ｘ線）を同時に実施します。ま

た、心電図や眼底検査、各種がん検診（有料）を

行うこともできます。

問合先　 ▼国保特定健診…保険年金課国民健康保険

担当（緯６５・２１０３）　 ▼後期高齢者健診…保険年

金課医療担当（緯６５・２１０５）　 ▼介護予防チェッ

ク…長寿課地域支援事業担当（緯６５・２１２０）

国民健康保険特定健康診査・後期高齢国民健康保険特定健康診査・後期高齢者者健康診健康診査を行います査を行います

　市民病院は「入院や緊急手術を必要とする患者の

医療」を行う２次救急病院です。重症患者が優先的

に診療ができるように、入院の必要がない方や症状

が軽い方などは「かかりつけ医」や「休日診療所」

などをご利用ください。

●外来診察の受付時間

　市民病院の外来受付時間は、月～金曜日の午前８

時３０分～１１時です。それ以外の時間は、重症患者や

予約・紹介患者に限らせていただいています。

●小児科救急外来の休止時間を変更します

　現在、市民病院は医師不足により、深夜の小児科

救急外来を一部休止していますが、一層の医師不足

のため、６月１日から休止時間を変更します。ご迷

惑をお掛けしますが、ご理解をお願いします。

休止時間　（変更前）全日…午前０時～７時

　（変更後）

▲

月～金曜日・日曜日…午後１０時～翌

日午前７時　

▲

土曜日・祝日…午後６時～翌日午

前７時

その他　金曜日の午後２時～１０時、土曜日の午前９

時～午後６時は、小児科の専門医が診察します。

●休日は休日診療所・在宅当番医をご利用ください

　休日診療所は、内科・小児科・歯科の受診ができ

ます。それ以外の科は、在宅当番医の休日診療をご

利用ください。詳しくは、今号３４ページの休日診療

案内をご覧ください。　

問合先　

▲

市民病院…市民病院管理課医事・情報担

当（緯５６・３１７１）　

▲

休日診療所…西尾市保健セ

ンター（緯５７・０６６１）

地域の救急医療を守るために 市民病院地域の救急医療を守るために　市民病院をを正正しくごしくご利用ください利用ください
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市役所（代表緯５６・２１１１）
電話番号担　　当　　名課　  名
６５・２１００戸籍担当

市民課
６５・２１０１窓口担当

６５・２１０２窓口担当（外国人）

６５・２１９５旅券担当

６５・２１０３国民健康保険担当

保険年金課
６５・２１０４国民年金担当

６５・２１０５後期高齢者医療担当

６５・２１０６福祉医療担当

６５・２１７８市民協働担当
地域支援協働課

６５・２１０７地域支援担当

６５・２１０８こども福祉担当
子育て支援課

６５・２１０９手当担当

６５・２１１０入園担当
子ども課

６５・２１１２指導担当

６５・２１１３障害者福祉担当

福祉課

６５・２１１４社会福祉担当

６５・２１１５自立支援担当

６５・２１１６保護担当

６５・２１１７障害者虐待防止センター

６５・２１１８保険料担当

長寿課

６５・２１１９給付担当

６５・２１２０地域支援事業担当

６５・２１２１高齢者福祉担当

６５・２１２２
認定担当

６５・２１２３

６５・２１２４市民税（個人・法人）担当

税務課

６５・２１２５軽自動車税担当

６５・２１２６固定資産税（土地）担当

６５・２１２７固定資産税（償却資産）担当

６５・２１２８固定資産税（家屋）担当

６５・２１３０第１徴収担当

収納課

６５・２１２９第２徴収担当

６５・２１３１初動担当

６５・２１３２管理担当

６５・２１３３債権回収対策担当

６５・２１３４農地水産（農業委員会）担当

農林水産課 ６５・２１３５農畜産（林務）担当

６５・２１３６農畜産担当

６５・２１３７防災（自主防災）担当

危機管理課 ６５・２１３８防災（通信）担当

６５・２１９６交通・防犯担当

６５・２１３９管理担当

土木課

６５・２１４０維持担当

６５・２１４１農村整備担当

６５・２１４２用地担当

６５・２１４３建設担当

６５・２１４４計画担当
都市計画課

６５・２１４５市街地整備担当

６５・２１４６管理・住宅担当

建築課 ６５・２１４７営繕担当

６５・２１４８建築開発指導担当

６５・２１４９維持管理担当
公園緑地課

６５・２１５０建設担当

６５・２１５１河川港湾担当河川港湾課

６５・２１５２人事担当
人事課

６５・２１５３厚生研修担当

電話番号担　　当　　名課　  名
６５・２１５４企画担当

企画政策課
６５・２１５５行革・統計担当
６５・２１５６経営企画担当

資産経営課
６５・２１６７資産管理担当
６５・２１９７産業創造担当

企業誘致課 ６５・２１５７開発公社担当
６５・２１５８企業誘致担当
６５・２１６１システム担当

情報システム課
６５・２１６２情報推進担当
６５・２１６３契約検査担当

財政課
６５・２１６６財政担当
６５・２１６４庶務担当

総務課
６５・２１６５文書担当
６５・２１６８商工担当

商工観光課 ６５・２１６９
観光担当

６５・２１７０
６５・２１７１秘書担当

秘書課 ６５・２１５９広報担当
６５・２１６０広聴担当
６５・２１７２庶務担当

教育庶務課
６５・２１７３給食担当
６５・２１７４教科指導・人事・研修担当

学校教育課
６５・２１７５保健安全・生徒指導・給食担当
６５・２１７６体育・特別支援・就学・事業担当
６５・２１７７庶務担当
６５・２１７９家庭児童支援担当

家庭児童支援課 ５６・３１１３ＤＶ・要保護担当
５６・０３２４家庭児童相談員
６５・２１８０監査担当監査委員事務局
６５・２１８１出納担当会計課
６５・２１８２議事担当議事課
６５・２１８４管理担当

水道管理課 ６５・２１８５
営業担当

５７・１２１３
６５・２１８６

建設担当

水道整備課

５７・１２１５
６５・２１８７

維持給水担当
５７・１２１４
６５・２１８８

配水担当
５７・１２１６
６５・２１８９管理担当

下水道管理課 ６５・２１９０維持担当
６５・２１９１普及促進担当
６５・２１９２計画担当

下水道整備課
６５・２１９３建設担当

支所
電話番号担　当　名　な　ど支　所　名
７２・７１１１地域担当

一色支所
（代表緯７２・７１１１）

７２・９６０１住民担当（戸籍・国保）
７２・９６０２住民担当（福祉）
７２・９６０７佐久島振興課
３２・１１１１地域担当

吉良支所
（代表緯３２・１１１１）

３２・１１１２住民担当（収納・戸籍・国保）
３２・１１１３住民担当（福祉）
６３・０１２６地域担当

幡豆支所
（代表緯６２・５５１１）

６３・０１１３住民担当（戸籍・国保）
６３・０１５５住民担当（福祉）

▼ダイヤルイン電話番号一覧



広広報報平平成成２２６６年年５５月月１１６６日日号号 ６６

講　師受講料定員内　　    容日　 時　 な　 ど対　　 象コース名

渡辺哲男氏１，０００円２０人
マウスの操作やワードでの
文書作成などパソコンの基
礎を学びます

６月１１日昌～１３日晶・１６日
捷・２０日晶　全５回
午後１時３０分～３時３０分

パソコンを始めたい方
や基本を学びたい方

入門コース

渡辺哲男氏１，０００円２０人
ワードでの文書作成やエク
セルでの表作成などを学び
ます

６月２５日昌～２７日晶・３０日
捷、７月４日晶　全５回　
午後１時３０分～３時３０分

パソコンの基礎的な操
作ができ、レベルアッ
プしたい方

活用コース

対象　市内在住の６０歳以上（６月１１日現在）の方で、

各コースで定める対象者。新規受講者を優先。

場所　総合福祉センター

申込期間　５月２１日昌～２７日昇　午前９時～午後５

時。ただし、土・日曜日を除く。

申込方法　直接市社会福祉協議会（総合福祉センタ

ー内）へ。申込期間内に定員を超えた場合は抽選。

電話や郵送での申し込みや両コースの申し込みは

できません。

問合先　市社会福祉協議会（緯５６・５９００）

老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー パパパパパパパパパパソソソソソソソソソソ老人福祉センター　パソコココココココココココンンンンンンンンンンン講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座

講講講講講講講講講講 座座座座座座座座座座 案案案案案案案案案案講  座  案  内内内内内内内内内内内

講　 師費  用定員内　　　　      容日　  時　  な　  ど

小菅もと子氏無料２０人
傾聴について理解を深め、必要な知識と基礎技術を習
得します

６月１９日～７月３１日の毎回木曜日
全４回　午前１０時～正午

対象　市内在住の方

場所　総合福祉センター

申込期間　５月１９日捷～６月１３日晶　午前９時～午

後５時。ただし、土・日曜日を除く。

申込・問合先　直接または電話で市社会福祉協議会

（緯５６・５９００／総合福祉センター内）へ。先着順。

傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴ボボボボボボボボボボラララララララララランンンンンンンンンンテテテテテテテテテティィィィィィィィィィアアアアアアアアアア養養養養養養養養養養傾聴ボランティア養成成成成成成成成成成成講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座

対象　市内在住の母子家庭の母親

場所　総合福祉センター

申込期間　５月２０日昇～３０日晶　午前９時～午後５

時。ただし、土・日曜日を除く。

申込・問合先　直接または電話で市社会福祉協議会

（緯５６・５９００／総合福祉センター内）へ。先着順。

母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタ母子福祉センターーーーーーーーーーー講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座

講　師教材費定員内　　　　  容日　　時　　な　　ど講  座  名

渡辺哲男氏無料１５人
パソコンの基礎から、仕事に生か
せるワード・エクセルの実習と活
用方法を学びます

６月１１日昌～１３日晶・１６日捷・２０日晶
・２５日昌～２７日晶・３０日捷、７月４日
晶　全１０回　午後７時～８時４５分

パソコン

成田典代氏２，５００円程度１５人涼しげな夏の寄せ植えを作ります６月１５日掌　午後１時３０分～３時ガーデニング

対象　市内在住、在勤または在学の小学生以上の方。

ただし、小学生が参加する場合は保護者同伴

定員　各３０人（先着順）

費用　無料。ただし、第２回は中学生以上＝ １ ，２ ０ ０ 

円、小学生＝ ６ ０ ０ 円

申込・問合先　５月２６日捷から、直接または電話、

ファクス、Ｅメールで環境保全課

環境保全担当（緯３４・８１１１／胃３４
・８１１５／死  ｋａｎｋｙｏ - ｈ＠ｃｉｔｙ ． ｎｉｓｈｉｏ ． 
lg． ｊ ｐ ／クリーンセンター内）へ。

携帯電話などで、右のＱＲコード

からも申し込みできます。

講   　 師内　　　　  容場   所日　　 時テ　ー　マ回

環境カウンセラー　
礒貝はるみ氏

環境家計簿の書き方を知り、家計とエ
ネルギーのダイエットについて楽しく
学びます

クリーンセ
ンター

６月２８日松　午前９時
３０分～１１時３０分

気軽にできるエコ
ライフチェック

１

東海大学准教授
仁木将人氏ほか

前島に行き、干潟や磯で生物を観察し
ながら、海の素晴らしさを体感します

前島（東幡
豆町）

７月２９日昇　午前１０時
～午後２時

無人島で海岸生物
観察会

２

愛知水と緑の公社職
員、にしお市民ソー
ラー事業１号㈱職員

家庭から出る水の処理過程を学び、新
設のメガソーラー発電所を見学します

矢作川浄化
センター

８月６日昌　午後１時
３０分～３時３０分

浄化センターとメ
ガソーラー発電所
を見学しよう

３

リサイクルプラザ職
員

家庭で不要になったものをリサイクル
して、生活に役立つものを作ります

クリーンセ
ンター

９月２０日松　午前９時
３０分～１１時３０分

リサイクル工作を
しよう

４

もりの 学 
まなび

 舎 
や

インタープリター
里山の自然とふれあい、自然の素晴ら
しさを体感します

いきものふ
れあいの里

１０月１８日松　午前９時
３０分～１１時３０分

いきものふれあい
の里里山ツアー

５

にしお環境市民塾　
石﨑幸雄氏ほか

間伐した竹に生地を巻いて焼く竹パン
を作り、里山保全について考えます

いきものふ
れあいの里

１１月８日松　午前９時
～１１時３０分

竹林整備と竹パン
づくり

６

ににににににににににししししししししししおおおおおおおおおお市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学講講講講講講講講講講にしお市民環境大学講座座座座座座座座座座座



に
し
お
農
業
塾
第
３
期
生
募
集

　
に
し
お
農
業
塾
は
、
農
業
に
取

組
む
意
欲
が
あ
り
、
「
こ
れ
か
ら

農
業
を
や
り
た
い
」
「
上
手
な
野

菜
づ
く
り
の
こ
つ
を
学
び
た
い
」

「
現
在
所
有
す
る
農
地
を
活
用
し

た
い
」
「
自
分
の
作
っ
た
野
菜
を

産
直
や
市
場
に
出
荷
し
た
い
」
と

い
う
方
の
た
め
の
研
修
会
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、
農
業
に
取

組
む
意
欲
の
あ
る
　
歳
未
満
の

６５

方
日
時
な
ど
　
７
月
～
　
年
６
月
の

２７

毎
月
３
～
８
回
　
原
則
金
曜
日

の
午
前
中

　
※
必
要
に
応
じ
追
加
実
施
。

場
所
　
Ｊ
Ａ
西
三
河
野
々
宮
セ
ン

タ
ー
（
野
々
宮
町
）

内
容
　
露
地
野
菜
を
中
心
と
し
た

野
菜
栽
培
の
知
識
を
学
び
、
実

技
研
修
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
　
人
程
度

１０

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

費
用
　
年
額
１
万
円
（
教
材
費
な

ど
）

申
込
方
法
　
５
月
　
日
晶
ま
で
に
、

３０

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
Ｊ
Ａ
西
三
河
営
農
企

画
課
（
Ｊ
Ａ
西
三
河
本
店
内
／

寄
住
町
）
へ
。

問
合
先
　
農
林
水
産
課
農
畜
産
担

当
（
緯
　
・
２
１
３
６
）
、
Ｊ

６５

Ａ
西
三
河
営
農
企
画
課
（
緯
　５６

・
５
２
７
４
）

天
体
観
望
会

　
太
陽
の
黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
、

月
、
水
星
、
火
星
、
木
星
、
土
星
、

星
団
、
二
重
星
な
ど
が
観
察
で
き

ま
す
。

日
時
と
内
容
　
６
月
７
日
松
・
　２１

日
松
　
▼
太
陽
観
望
会
…
午
後

２
時
～
４
時
　
▼
夜
間
観
望
会

…
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
①
事
前
申
し
込
み
は
不

要
　
②
夜
間
観
望
会
に
中
学
生

以
下
の
お
子
さ
ん
が
参
加
す
る

場
合
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
　
③
悪
天
候
の
場

合
は
中
止
し
ま
す
。
曇
天
な
ど
、

不
明
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
先
　
寺
津
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
１
１
７
７
）

５８

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
６
月
の

催
し

●
植
物
観
察
会
・
初
夏
の
万
灯
山

ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
よ
う

日
時
　
６
月
８
日
掌
　
午
前
９
時

　
分
～
午
後
３
時

３０
内
容
　
園
内
の
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
、

サ
ブ
ゾ
ー
ン
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し

て
、
初
夏
の
植
物
な
ど
を
観
察

し
ま
す
。

定
員
　
　
人
３０

講
師
　
当
園
職
員

持
ち
物
な
ど
　
弁
当
、
水
筒
、
タ

オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装
な
ど

申
込
開
始
日
　
５
月
　
日
掌

２５

●
水
辺
観
察
会
・
ビ
オ
ト
ー
プ
の

生
き
物
観
察
を
し
よ
う

日
時
　
６
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１５

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

内
容
　
ビ
オ
ト
ー
プ
の
池
に
、
ど

の
よ
う
な
生
き

物
が
生
息
し
て

い
る
か
を
触
れ

合
い
な
が
ら
学

び
ま
す
。

定
員
　
　
人
３０

講
師
　
神
本
晃
氏

持
ち
物
な
ど
　
筆
記
用
具
、
濡
れ

て
も
よ
い
服
装
、
着
替
え
な
ど

申
込
開
始
日
　
６
月
１
日
掌

●
き
の
こ
観
察
会
・
き
の
こ
を
観

察
し
よ
う

日
時
　
６
月
　
日
松
　
午
前
９
時

２１

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

内
容
　
里
山
の
自
然
に
生
え
る
梅

雨
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ノ
コ
を

観
察
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
３０

講
師
　
 中
 

ち
ゅ
う

 條
 

じ
ょ
う

 長
  　
 氏

な
が
 あ
き

持
ち
物
な
ど
　
筆
記
用
具
、
手
袋
、

動
き
や
す
い
服
装
な
ど

申
込
開
始
日
　
６
月
７
日
松

◆
 共
通
事
項

参
加
料
　
無
料

集
合
場
所
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
（
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

内
）

申
込
・
問
合
先
　
電
話
で
ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
２

５２

６
６
）
へ
。

そ
の
他
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
参
加
す
る
場
合
は
、
保
護

者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

体
験
講
座
「
和
装
本
を
つ
く
っ
て

み
よ
う
」

対
象
　
小
学
生
以
上
の
方
。
た
だ

し
、
針
を
使
う
の
で
、
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
。
就
学
前
の
お

子
さ
ん
は
会
場
に
入
れ
ま
せ
ん
。

日
時
　
６
月
７
日
松
　
午
後
１
時

　
分
～
３
時

３０
場
所
　
岩
瀬
文
庫
地
下
ホ
ー
ル

内
容
　
和
紙
と
絹
糸
で
日
本
の
伝

統
的
な
四
つ
目
綴
じ
の
本
を
作

り
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
２
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　
直
接
ま
た
は
電

話
で
岩
瀬
文
庫
（
緯
　
・
２
４

５６

５
９
）
へ
。

佐
久
島
歩
け
歩
け
海
原
三
里

期
日
　
５
月
　
日
昭

２９

　
※
少
雨
決
行
。

受
付
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
　

３０

１１

時
　
分
１５

　
※
船
の
乗
船
時
間
は
午
前
９
時

　
分
、
　
時
　
分
で
す
。

３０

１１

３０

受
付
場
所
　
佐
久
島
行
船
の
り
ば

内
容
　
「
の
ん
び
り
ア
ー
ト
ピ
ク

ニ
ッ
ク
を
し
よ
う
」
コ
ー
ス
の

約
７
㎞
を
歩
き
ま
す
。

　
※
参
加
賞
や
、
昼
食
時
に
「
佐

久
島
海
鮮
汁
」
を
サ
ー
ビ
ス

し
ま
す
。

参
加
料

　
▼
中
学
生
以
上
＝
２
５
０
０
円

▼
小
学
生
＝
１
６
０
０
円

　
※
渡
船
料
・
昼
食
代
を
含
む
。

中
学
生
以
上
１
人
に
つ
き
、

就
学
前
の
お
子
さ
ん
１
人
が

無
料
で
す
が
、
昼
食
は
付
き

ま
せ
ん
。

問
合
・
申
込
先
　
５
月
　
日
捷
ま

２６

で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
佐
久
島
振
興
課
離
島
振
興

担
当
（
緯
　
・
９
６
０
７
／
一

７２

色
支
所
内
）
へ
。
　

７ 平成２６年５月１６日号広報

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

６
月
の
催
し

に
し
お
農
業
塾

天
体
観
望
会

佐
久
島
歩
け
歩
け
海
原
三
里

体
験
講
座「
和
装
本
を
つ

く
っ
て
み
よ
う
」

火召 



佐
久
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
癒
や
し
と
ア
ー
ト
の
島
へ
出
掛

け
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
と
そ
の
家
族

　
※
家
族
以
外
の
１
グ
ル
ー
プ
で

の
申
し
込
み
は
５
人
ま
で
。

ま
た
、
小
学
生
だ
け
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
な
ど
　
６
月
８
日
掌
　
午
前

９
時
　
分
発
に
乗
船
。
午
後
３

３０

時
　
分
ご
ろ
佐
久
島
行
船
の
り

２０
ば
に
帰
着
予
定
。

内
容
　
佐
久
島
に
あ
る
ア
ー
ト
作

品
を
巡
り
な
が
ら
、
約
８
㎞
を

歩
き
ま
す
。

定
員
　
　
人
８０

　
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
５

月
　
日
捷
午
後
２
時
か
ら
総

２６
合
体
育
館
で
主
催
者
に
よ
る

公
開
抽
選
を
行
い
、
後
日
結

果
を
通
知
し
ま
す
。

参
加
料
　

　
▼
中
学
生
以
上
＝
２
５
０
０
円

▼
小
学
生
＝
１
８
０
０
円

　
※
渡
船
料
・
昼
食
代
・
傷
害
保

険
料
含
む
。
中
学
生
以
上
１

人
に
つ
き
、
就
学
前
の
お
子

さ
ん
１
人
が
無
料
で
す
が
、

昼
食
は
付
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間
　
５
月
　
日
松
～
　
日

１７

２５

掌
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
※
月
曜
日
を
除
く
。

申
込
方
法
　
▼
直
接
…
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

総
合
体
育
館
、
一
色
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
、
吉
良
町
公
民
館
、

幡
豆
公
民
館
へ
。
　
▼
フ
ァ
ク

ス
…
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

佐
久
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
希
望
と

記
入
の
上
、
総
合
体
育
館
（
胃

　
・
７
７
６
２
）
へ
。

５４
主
催
　
西
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会

そ
の
他
　
行
程
中
の
傷
害
な
ど
の

応
急
処
置
は
し
ま
す
が
、
そ
の

後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当

　
（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）

形
原
海
岸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
６
月
　
日
晶
　
午
前
９
時

１３

　
分
～
午
後
２
時
　
分

３０

３０

　
※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

集
合
場
所
　
名
鉄
吉
良
吉
田
駅

内
容
　
名
鉄
形
原
駅
ま
で
電
車
で

行
き
、
形
原
ブ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ジ

（
蒲
郡
市
形
原
町
）
ま
で
歩
き

ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
２
０
０
円

　
※
交
通
費
は
自
己
負
担
。

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
万
歩

計
（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
き
ら
き
ら
万
歩
会

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
昭
～

２２

　
日
昭
に
、
電
話
で
吉
良
保
健

２９セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

教
科
書
展
示
会

　
教
科
書
に
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
小
・
中
学
校
、
高
校

の
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
　
日
昌
～
７
月
５
日

１１

松
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
月
曜
日
と
６
月
　
日
昭
を
除

１９

　
く
。

場
所
　
西
尾
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
（
西
尾
市
立
図
書
館
２
階
）

問
合
先
　
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）

５６
読
み
聞
か
せ
に
お
す
す
め
の
絵
本

紹
介
し
ま
す

対
象
　
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る

方
、
こ
れ
か
ら
読
み
聞
か
せ
を

始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

日
時
　
６
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１８

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
一
色
学
び
の
館

内
容
　
小
学
生
や
園
児
な
ど
へ
の

読
み
聞
か
せ
に
お
薦
め
の
本
を

紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
夏
の
本

や
新
刊
本
、
人
権
に
関
す
る
本

で
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

参
加
料
　
無
料

申
込
方
法
　
５
月
　
日
松
か
ら
、

３１

直
接
一
色
学
び
の
館
へ
。
６
月

１
日
掌
か
ら
は
、
電
話
で
の
申

し
込
み
も
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
一
色
学
び
の
館
（
緯
　７２

・
３
８
８
０
）

親
子
で
箸
づ
く
り

　
食
育
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

食
事
が
毎
日
楽
し
く
な
る
よ
う
に
、

世
界
に
１
つ
だ
け
の
自
分
の
箸
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
の
親
子

日
時
　
６
月
　
日
掌

２２

　
①
午
前
９
時
～
　
時
　
分

１０

３０

　
②
午
前
　
時
～
午
後
０
時
　
分

１１

３０

場
所
　
市
役
所
多
目
的
室
（
１
階
）

内
容
　
か
ん
な
や
、
や
す
り
で
木

を
削
り
、
オ
イ
ル
を
塗
っ
て
自

分
の
持
ち
や
す
い
箸
を
作
り
ま

す
。
紙
ひ
も
で
箸
置
き
も
作
り

ま
す
。
ま
た
、
箸
の
使
い
方
の

勉
強
も
し
ま
す
。

定
員
　
各
５
組
　

　
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

参
加
料
　
１
組
１
５
０
０
円
。

　
※
材
料
費
含
む
。

講
師
　
岩
月
浩
氏

持
ち
物
な
ど
　
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
、
マ
ス
ク
（
ホ
コ
リ
が
気
に

な
る
場
合
）
な
ど

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
捷
ま

２６

で
に
、
住
所
・
氏
名
（
親
と
子
）

・
電
話
番
号
・
希
望
日
時
の
番

号
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
農
林

水
産
課
農
畜
産
担
当
（
緯
　
・
６５

２
１
３
５
／
胃
　
・
１
３
２
２

５７

／
死n
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。
 電
話
で
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

　一
色
地
域
文
協
祭

日
時
　
６
月
７
日
松
・
８
日
掌
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
　
一
色
町
公
民
館
、
一
色
学

び
の
館

内
容
　
日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、

写
真
、
陶
芸
、
短
歌
、
俳
句
、

絵
手
紙
、
愛
石
、
盆
石
（
一
色

学
び
の
館
の
み
）
、
ち
ぎ
り
絵
、

切
手
、
愛
ひ
ょ
う
会
、
中
学
生

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
８
日
掌

午
前
９
時
～
午
後
３
時
に
倶
楽

地
庵
で
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
合
先
　
一
色
地
域
文
化
協
会
事

務
局
（
緯
　
・
６
９
６
６
／
一

７３

色
町
公
民
館
内
）

広広報報平成２６年５月１６日号 ８８

佐
久
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

親
子
で
箸
づ
く
り

読
み
聞
か
せ
に
お
す
す
め

の
絵
本
を
紹
介
し
ま
す

形
原
海
岸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

一
色
地
域
文
協
祭

教
科
書
展
示
会

●

西尾市食育キャラクター

ハートン みつばちゃん
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２
０
１
４
は
ず
文
協
ま
つ
り

日
時
と
内
容

　
▼
作
品
展
示
会
（
絵
画
、
書
道
、

写
真
、
ち
ぎ
り
絵
、
俳
句
、

草
樹
、
金
魚
、
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
公
開
運
用
）
…
５
月
　３１

日
松
　
午
後
１
時
～
５
時
、

６
月
１
日
掌
　
午
前
９
時
～

午
後
４
時

　
▼
草
樹
・
金
魚
の
即
売
…
６
月

１
日
掌
　
午
前
９
時
～
午
後

３
時

　
▼
囲
碁
大
会
…
５
月
　
日
松
　

３１

午
後
１
時
～
５
時

　
▼
将
棋
大
会
…
６
月
１
日
掌
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
▼
歌
謡
発
表
会
…
５
月
　
日
松

３１

午
後
１
時
～
４
時

　
▼
芸
能
発
表
会
（
詩
吟
、
剣
詩

舞
、
舞
踊
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

尺
八
、
大
正
琴
）
…
６
月
１

日
掌
　
午
前
９
時
　
分
～
午

３０

後
４
時
　
分
３０

場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

幡
豆
公
民
館

問
合
先
　
幡
豆
地
域
文
化
協
会
事

務
局
（
緯
０
９
０
・
４
１
１
３

・
１
８
７
７
）

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録
団
体
を

募
集

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
募
集

　
入
団
希
望
者
は
各
登
録
団
体
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
　
小
学
生
以
上
の
方

登
録
団
体
問
合
先

　
▼
西
尾
空
手
道
…
小
村
（
緯
　５４

・
３
２
６
８
）

　
▼
西
尾
な
ぎ
な
た
…
小
林
（
緯

　
・
３
６
４
８
）

５７

　
▼
吉
良
空
手
道
…
杉
浦
（
緯
　３５

・
３
１
３
４
）

　
▼
西
尾
花
ノ
木
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

…
三
枝
（
緯
　
・
９
５
９
３
）

５６

　
▼
松
涛
連
盟
西
尾
空
手
道
…
塚

田
（
緯
　
・
３
４
７
３
）

５９

　
▼
総
合
武
道
大
道
塾
西
尾
…
榎

並
（
緯
０
５
６
４
・
　
・
５

４３

６
２
３
）

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
登
録
団
体

　
募
集

チ
ー
ム
員
の
構
成
　
小
学
生
以
上

の
方
　
人
以
上
と
、
成
人
指
導

１０

者
１
人
以
上

年
間
登
録
料
　
団
員
…
５
０
０
円
、

指
導
者
…
１
４
０
０
円

登
録
有
効
期
間
　
認
定
日
か
ら
　２７

年
３
月
　
日
ま
で

３１

登
録
・
問
合
先
　
６
月
　
日
晶
ま

２０

で
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
直
接
市
体
育
協
会

事
務
局
（
緯
　
・
０
０
０
２
／

５４

総
合
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

へ
。
申
請
書
は
総
合
体
育
館
に

用
意
。

そ
の
他
　
前
年
度
に
登
録
さ
れ
て

い
る
団
体
も
、
改
め
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

教
室

　
ペ
タ
ン
ク
は
、
金
属
製
の
ボ
ー

ル
を
投
げ
合
い
、
相
手
よ
り
標
的

に
近
づ
け
、
チ
ー
ム
で
得
点
を
競

う
、
南
フ
ラ
ン
ス
が
発
祥
の
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
休
日
の
過
ご

し
方
を
１
つ
増
や
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上
の
方

日
時
な
ど
　
６
月
１
日
～
　
年
３

２７

月
１
日
の
毎
月
第
１
日
曜
日
　

全
８
回
　
午
後
１
時
～
３
時

　
※
８
月
・
　
月
を
除
く
。

１２

場
所
　
臨
海
公
園
多
目
的
広
場

（
東
幡
豆
町
）

参
加
料
　
１
回
に
つ
き
高
校
生
以

上
１
０
０
円
。
中
学
生
以
下
　５０

円
。

　
※
傷
害
保
険
料
を
含
む
。
当
日
、

会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
筒

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）
、幡
豆
中
学
校
区
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
　
黒
部
（
緯
０

９
０
・
２
６
１
５
・
０
２
３
４
）

フ
ァ
ミ
サ
ポ
研
修
会
「
子
ど
も
の

遊
び
」

　　
子
ど
も
の
遊
び
を
通
し
て
、
大

人
の
関
わ
り
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会

の
あ
る
方
や
関
心
の
あ
る
方

日
時
　
６
月
　
日
昭
　
午
前
９
時

１９

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
３

集
会
室
（
２
階
）

内
容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
こ

つ
、
簡
単
工
作
、
手
遊
び
な
ど

定
員
　
　
人
程
度

３０

講
師
　
西
尾
市
立
図
書
館
司
書

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
捷
か

１９

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
（
緯
　
・
５
０
０
７
／
総
合

５７

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

そ
の
他
　
託
児
が
で
き
ま
す
（
先

着
　
人
）
。
６
月
　
日
昌
ま
で

１０

１１

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

９ 平成２６年５月１６日号広報

２
０
１
４
は
ず
文
協
ま
つ
り

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録

団
体
を
募
集

▼開館時間…午前９時～午後５時　

▼休館日…月曜日。月曜日が祝日の

場合は火曜日も休館　 ▼入場料…無

料　 ※市民ギャラリーに展示したい

方は、利用する週の月の６か月前の

月始めに、直接岩瀬文庫へ。先着順。

電話での申し込みはできません。

期   間 ・ イ   ベ   ン   ト   名

５月２８日昌午前９時～６月１日掌
午後４時…楽しい水彩画

６月３日昇午後１時～８日掌午後
４時…第１４回「写々楽」写真展

６月１０日昇午後１時～１５日掌午後
４時…小京の会展

問合先　文化振興課庶務担当
（緯５６・６６６０／岩瀬文庫内）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

ペ
タ
ン
ク
教
室

フ
ァ
ミ
サ
ポ
研
修
会

「
子
ど
も
の
遊
び
」



こ
ろ
ば
ん
教
室

　
運
動
器
の
機
能
が
低
下
し
て
い

る
方
、
ま
た
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
個
人
の
状
況
に
合

わ
せ
た
運
動
の
方
法
を
学
ぶ
教
室

を
行
い
ま
す
。

対
象
　
　
歳
以
上
（
７
月
３
日
現

６５

在
）
の
方
で
、
次
の
①
～
⑤
の

中
で
３
つ
以
上
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
。
た
だ
し
、
過
去
に

参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
方
を
除

く
。

　
①
階
段
を
手
す
り
や
壁
を
つ
た

わ
ら
ず
に
上
る
こ
と
が
で
き
な

い
　
②
椅
子
に
座
っ
た
状
態
か

ら
何
も
つ
か
ま
ら
ず
に
立
ち
上

が
る
こ
と
が
で
き
な
い
　
③
　１５

分
続
け
て
歩
く
こ
と
が
で
き
な

い
　
④
こ
の
１
年
間
に
転
ん
だ

こ
と
が
あ
る
　
⑤
転
倒
に
対
す

る
不
安
が
大
き
い

日
時
な
ど
　
７
月
３
日
～
　
月
　

１２

１８

日
の
毎
回
木
曜
日
　
全
　
回
　

２０

午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
伊
文
福
祉
会
館
（
伊
文
町
）

内
容
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
若
干
名
（
先
着
順
）

費
用
　
１
０
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
）

申
込
・
問
合
先
　
６
月
　
日
捷
ま

１６

で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
長

寿
課
地
域
支
援
事
業
担
当
（
緯

　
・
２
１
２
０
）
へ
。

６５
そ
の
他
　
①
事
前
に
健
康
状
態
を

確
認
す
る
た
め
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪
問
し

ま
す
　
②
特
別
な
病
気
が
あ
る

方
は
、
参
加
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
　
③
交
通
費
を
助
成

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
届
け
出
を

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
新
た

に
発
生
し
た
り
、
資
格
要
件
が
変

わ
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
は
、
　１４

日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
　
日
以
内
に
届
け
出
を
し
な

１４

か
っ
た
場
合
は
、
医
療
費
が
全
額

自
己
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
必
要
な
場
合
　

●
国
民
健
康
保
険
に
入
る
と
き

　
①
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
と
き

　
②
今
ま
で
入
っ
て
い
た
健
康
保

険
を
や
め
た
と
き

　
③
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

●
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

　
①
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

　
②
他
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と

き

　
③
死
亡
し
た
と
き

●
そ
の
他

　
①
住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変

わ
っ
た
と
き

問
合
先
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
担
当
（
緯
　
・
２
１
０
３
）

６５

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額

を
変
更
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
税
は
医
療
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
分

（
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
）
の

４０

６５

合
算
額
で
す
。
法
改
正
に
伴
い
、

左
表
の
と
お
り
賦
課
限
度
額
を
引

き
上
げ
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
担
当
（
緯
　
・
２
１
０
３
）

６５

　
国
民
健
康
保
険
退
職
者
医
療
制

度
　
現
在
　
歳
未
満
で
国
民
健
康
保

６５

険
に
加
入
し
、
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
の
中
で
、
次
の
条
件
に
該

当
す
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
ま
す

の
で
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
退
職
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
の
方
は
、
届
け
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
　
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組

合
な
ど
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年

金
を
受
け
て
い
て
、
加
入
期
間

が
　
年
以
上
、
ま
た
は
　
歳
以

２０

４０

後
の
期
間
が
　
年
以
上
あ
る
方

１０

持
ち
物
　
年
金
証
書
、
印
鑑
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

そ
の
他
　
扶
養
家
族
は
所
得
制
限

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
に
加
入
予
定
の
方
で
、
退

職
医
療
制
度
に
該
当
す
る
場
合

は
、
加
入
時
に
年
金
証
書
等
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
合
先
　
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
担
当
（
緯
　
・
６５

２
１
０
３
）

健
や
か
体
操

　
み
ん
な
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
、

健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
な
ど
　
６
月
　
日
～
　
年
３

１０

２７

月
　
日
の
毎
月
第
２
・
第
４
火

２４
曜
日
　
全
　
回
　
午
後
８
時
～

２０

８
時
　
分
　

４５

場
所
　
福
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
月
額
１
０
０
円

講
師
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
健
や
か
体
操
ク
ラ
ブ
福

地
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）

５７

パ
パ
マ
マ
教
室

　
パ
パ
と
マ
マ
、
２
人
で
一
緒
に

学
ん
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、
妊
娠
６
～

９
か
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時
　
６
月
７
日
松
　
午
前
９
時

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

１５

　
※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
　
分
１０

～
　
分
２５

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
▼
講
習
…
妊
娠
中
の
生
活

・
育
児
の
話
、
パ
パ
と
マ
マ
の

役
割
　
▼
体
験
実
習
…
も
く
浴

実
習
・
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

２０

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
１
枚
、
筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
捷
か

２６

ら
、
電
話
で
西
尾
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）
へ
。

５７

広広報報平成２６年５月１６日号 １１００

国
民
健
康
保
険
　
こ
ん
な

と
き
は
必
ず
届
け
出
を

パ
パ
マ
マ
教
室

健
や
か
体
操

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課

限
度
額
を
変
更
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
退
職
者
医

療
制
度

こ
ろ
ば
ん
教
室

改正後改正前

５１万円５１万円医療分

１６万円１４万円
後期高齢者支
援金分

１４万円１２万円介護分

８１万円７７万円合算額

▲国民健康保険税賦課限度額一覧



健
康
づ
く
り
講
座

　
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
若
々

し
い
自
分
で
い
る
た
め
、
ロ
コ
モ

体
操
で
効
率
よ
く
筋
力
ア
ッ
プ
・

バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
を
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、
　
歳
以
上

４０

の
方

日
時
　
６
月
８
日
掌
・
　
日
掌
、

２２

７
月
６
日
掌
・
　
日
掌
　
午
後

２０

１
時
　
分
～
３
時
、
６
月
　
日

３０

１５

掌
・
　
日
掌
、
７
月
　
日
掌
　

２９

１３

午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分
　

１５

４５

全
７
回

場
所
　
鶴
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

わ
か
つ
る
ホ
ー
ル

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
全
７
回
で
１
５
０
０
円

※
初
回
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
な
ど
　
タ
オ
ル
、
運
動
の

で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動
靴
、

飲
み
物

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
健
康
づ
く
り
バ
イ
キ
ン

グ
隊

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
昇
か

２０

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
西
尾

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０

５７

６
６
１
）
へ
。

夏
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童

募
集

対
象
　
保
護
者
や
同
居
の
親
族
が

就
労
な
ど
に
よ
り
、
保
育
が
で

き
な
い
小
学
１
～
３
年
生
の
児

童
で
、
夏
休
み
期
間
（
７
月
　２２

日
昇
～
８
月
　
日
松
）
の
利
用

３０

を
希
望
す
る
方
。

保
育
時
間
　
午
前
８
時
～
午
後
６

時
　
分
の
う
ち
、
保
護
者
な
ど

３０
の
就
労
状
況
に
応
じ
て
必
要
と

す
る
時
間
。
た
だ
し
、
午
後
６

時
～
６
時
　
分
は
延
長
保
育
と

３０

な
り
ま
す
。

保
育
料
　
１
万
７
０
０
０
円

　
※
お
や
つ
代
１
５
０
０
円
と
延

長
保
育
料
は
別
料
金
。

申
込
方
法
　
６
月
６
日
晶
ま
で
に
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
就
労
証
明
書
な
ど
の
必
要

書
類
を
添
え
て
、
直
接
各
児
童

ク
ラ
ブ
ま
た
は
子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
福
祉
担
当
へ
。
申
請
書

は
同
ク
ラ
ブ
や
同
課
に
用
意
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
※
申
請
書
類
は
５
月
　
日
晶
か

１６

ら
配
布
し
ま
す
。

そ
の
他
　
就
労
状
況
や
家
庭
状
況

に
よ
り
入
会
で
き
な
い
こ
と
や
、

定
員
な
ど
の
状
況
に
よ
り
希
望

に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
冬
休
み
以
降
の
長
期
休

業
中
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
募
集
し
ま
す
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も

福
祉
担
当
（
緯
　
・
２
１
０
８
）

６５

七
夕
展
へ
の
出
展
作
品
募
集

　
寺
津
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で

は
、
７
月
５
日

松
・
６
日
掌
に

「
七
夕
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、

七
夕
や
星
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真
、

イ
ラ
ス
ト
、
絵
画
、
工
作
な
ど
の

出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

※
テ
ー
マ
以
外
の
作
品
も
可
。

展
示
日
時
　
７
月
５
日
松
　
午
前

９
時
～
午
後
８
時
　
分
、
６
日

３０

掌
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
※
作
品
の
搬
入
は
、
７
月
２
日

昌
・
３
日
昭
　
午
前
９
時
～

午
後
８
時
。

申
込
期
間
　
５
月
　
日
晶
～
６
月

２３

　
日
掌
　
午
前
９
時
～
午
後
９

２２時
。
た
だ
し
、
月
曜
日
を
除
く
。

申
込
・
問
合
先
　
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
寺

津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
緯
　５８

・
１
１
７
７
）
へ
。

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

１１ 平成２６年５月１６日号広報

健
康
づ
く
り
講
座

夏
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童
募
集

連 絡 先名　  称　  と　  所　  在　  地担  当  地  区

緯５６・１０２１
地域包括支援センター社会福祉協議会
花ノ木町２丁目１（総合福祉センター内）

八ツ面小校区、三和小校区、室場小校区

緯５４・８９９８
地域包括支援センター中央
寄住町洲田１８（西尾老人保健施設内）

西尾小校区、花ノ木小校区

緯５５・７３７３
地域包括支援センターいずみ
和泉町２２（西尾病院内）

平坂小校区、矢田小校区、中畑小校区

緯５５・３１５５
地域包括支援センター鶴城
桜町４丁目３１（米津老人保健施設内）

鶴城小校区、米津小校区、西野町小校区

緯６４・０００２
地域包括支援センターせんねん村
平口町大溝７７（特別養護老人ホームせんねん村内）

寺津小校区、福地南部小校区、福地北部小校区

緯７２・９６５４
一色町地域包括支援センター
一色町前野新田４８－３（一色老人福祉センター内）

一色地区

緯６２・６６７７
吉良幡豆地域包括支援センター
鳥羽町迎４９－２（特別養護老人ホームしはとの郷内）

吉良地区、幡豆地区

　市では、高齢の方がいつまでも住み慣れた地域で

生活できるように、介護・福祉・医療・健康などさ

まざまな面から支援する拠点として、地域包括支援

センターを設置しています。地域包括支援センター

では、介護予防支援（要支援１・２の方のケアプラ

ン作成）業務のほかに、さまざまな相談を受け付け

ています。相談は無料です。希望により自宅へ訪問

もしますので、ぜひご利用ください。

担当地区等　下表のとおり

問合先　長寿課地域支援事業担当（緯６５・２１２０）

地域包括支援センターをご利用ください

七
夕
展
へ
の
出
展
作
品
募
集



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

ご
み
散
乱
防
止
市
民
行
動
週
間

　　
市
で
は
、
市
内
の
環
境
を
美
化

し
て
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
毎
年
５
月
　
日
か
ら
６
月
５

３０

日
ま
で
を
「
ご
み
散
乱
防
止
市
民

行
動
週
間
｣
と
し
て
い
ま
す
。
自

宅
の
周
り
や
町
内
で
の
一
斉
清
掃

な
ど
を
行
い
、
ご
み
の
な
い
快
適

な
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
施
設
を
開
場
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
家
庭

系
ご
み
は
１
０
０
㎏
ま
で
無
料
で

処
分
で
き
ま
す
。

▼
５
月
　
日
松
・
６
月
１
日
掌
…

３１

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３４

８
１
１
２
）
、
平
原
地
区
最
終

処
分
場
（
緯
　
・
２
１
０
６
）

５２

▼
６
月
１
日
掌
…
吉
良
地
区
最
終

処
分
場(

 
緯
　
・
３
６
３
６)

 

３２

問
合
先
　
ご
み
減
量
課
ご
み
減
量

担
当
（
緯
　
・
８
１
１
３
／
ク

３４

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
講

習
・
試
験

●
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習

期
日
　
７
月
２
日
昌

場
所
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
研
修

室
（
２
階
）

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
６
月
　
日
昌
（
必
着
）

１８

申
込
先
　
一
般
社
団
法
人
愛
知
県

危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

●
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
　
年
度

２６

第
２
回
）

期
日
　
７
月
　
日
掌
　

１３

場
所
　
名
城
大
学
天
白
キ
ャ
ン
パ

ス
（
名
古
屋
市
天
白
区
）

試
験
の
種
類
　
全
種
類

申
込
期
間
　
６
月
２
日
捷
～
　
日
１１

昌
申
込
先
　
一
般
財
団
法
人
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部

●
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
（
　２６

年
度
第
１
回
）

対
象
　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交

付
を
受
け
て
い
て
、
現
在
危
険

物
製
造
所
な
ど
で
そ
の
取
り
扱

い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方

日
時
　
７
月
　
日
昌
　
▼
一
般
…

２３

午
前
　
▼
給
油
取
扱
所
…
午
後

場
所
　
高
浜
市
立
中
央
公
民
館

（
高
浜
市
湯
山
町
）

申
込
期
限
　
５
月
　
日
昇

２７

申
込
先
　
一
般
社
団
法
人
愛
知
県

危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

そ
の
他
　
そ
の
他
の
日
程
、
会
場

も
あ
り
ま
す
。

◆
共
通
事
項

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
で
各
団
体

へ
。
申
込
書
は
市
消
防
本
部
に

用
意
。
た
だ
し
、
危
険
物
取
扱

者
試
験
の
申
込
書
は
、
５
月
　１９

日
捷
か
ら
用
意
。

送
付
先
　
〒
　
─
０
０
１
１
名
古

４６１

屋
市
東
区
白
壁
１
丁
目
　５０

　
※
各
団
体
共
通
。

そ
の
他
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
し
込
み
も
で
き
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
各
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
市
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
担
当
（
緯
　
・
２
１
１
０
）

５６

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

　●
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
が
国
民
の
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
る
存
在
と
し
て

各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊

重
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
日
と

し
て
い
ま
す
。

●
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設

相
談
所
の
開
設

　
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

…
６
月
１
日
掌
　
午
後
１
時

　
分
～
４
時

３０

　
▼
一
色
支
所
第
１
会
議
室
…
６

月
２
日
捷
　
午
後
１
時
　
分
３０

～
４
時

　
▼
吉
良
町
公
民
館
会
議
室
２
…

６
月
６
日
晶
　
午
後
１
時
　３０

分
～
４
時

　
▼
幡
豆
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
…

６
月
６
日
晶
　
午
後
１
時
　３０

分
～
４
時

　
※
い
ず
れ
も
受
け
付
け
は
午
後

３
時
　
分
ま
で
。

３０

問
合
先
　
市
民
課
戸
籍
担
当
（
緯

　
・
２
１
０
０
）

６５
多
重
債
務
者
無
料
巡
回
相
談

　
市
で
は
、
サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
な
ど
の
借
金
で
お
困
り
の
方
へ

の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
法
律

の
専
門
家
や
消
費
生
活
相
談
員
が

応
対
し
ま
す
。
相
談
は
面
談
で
行

い
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
き
ち

ん
と
し
た
手
続
き
を
と
れ
ば
、
多

重
債
務
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
窓
口
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
　
日
昭
　
午
後
１
時

２９

～
４
時

場
所
　
市
役
所
多
目
的
室
Ａ
（
１

階
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
商
工
観
光
課
商
工
担
当

（
緯
　
・
２
１
６
８
）

６５

広広報報平成２６年５月１６日号 １１２２

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
講
習
・
試
験

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

ご
み
散
乱
防
止
市
民
行
動
週
間

スキルアップ講座シーケンス制御
基礎

▼対象／シーケンス制御の基礎を
習得したい方 ▼日時／７月５日松
午前９時１０分～午後４時３０分、６
日掌午前９時１０分～午後３時４０分

▼内容／配線練習盤によるリレー
シーケンス基本回路と配線法 ▼定
員／１５人 ▼受講料／４，８９２円（テキ
スト代を含む） ▼申込・問合先／
６月１９日昭までに、講座名・住所
・氏名・生年月日・電話番号・職
業を記入の上、往復はがきまたは
Ｅメールで県立岡崎高等技術専門
校（〒４４４－０８０２岡崎市美合町平端
２４／死okazaki - senmonko @ pref.
aichi.lg.jp ／緯０５６４ ・５１ ・０７７５）へ。

中小企業・小規模事業経営者の皆様
へ

　個人保証なしで金融機関から融
資を受けたり、事業が破綻しても
一定の生活費等を残すことができ

るルールができました。①法人と
個人の資産・経理が明確に分離さ
れている場合等において個人保証
が不要となること、②多額の個人
保証を行っていても、経営が行き
詰まる前に、早めに事業再生や廃
業を決断した際に一定の生活費等
が残ることを定める「経営者保証
に関するガイドライン」が、中小
企業庁・金融庁主導の下、策定さ
れました。金融機関と相談したい
方は、中小企業基盤整備機構中部
本部までご相談ください。

▼問合先／中小企業基盤整備機構
中部本部（緯０５２・２２０・０５１６）

愛知労働局からのお知らせ

　県婦人・子供服製造業最低工賃
は、平成２６年３月２３日（官報公示
の前日）限り廃止となりました。
この廃止により、安易な委託工賃
の引き下げが行われることのない
よう、ご協力をお願いします。 ▼
問合先／愛知労働局基準部賃金課
（緯０５２・９７２・０２５８）

愛知労働局からのお知ら愛知労働局からのお知らせせ

そのその他他

情情 報報 通通 信信

県立岡崎高等技術専門県立岡崎高等技術専門校校
シーケンス制御基シーケンス制御基礎礎スキルアップ講座スキルアップ講座

募募集集

中小企業・小規模事業の経営中小企業・小規模事業の経営者者
保証に関するガイドラインを策保証に関するガイドラインを策定定

そのその他他

多
重
債
務
者
無
料
巡
回
相
談



１３ 平成２６年５月１６日号広報

数的センスを磨く超速算術

　さまざまな場面で

直面した問題に、最

適な方法で計算をす

る「速算術」の手法を

紹介。また、大ざっ

ぱに数をつかむ概算

術や、ミスを減らす

検算術など、実用性

が高い計算術も紹介しています。

３８

全館共通　２日捷・９日捷・１６日捷・２３日捷・３０日捷
各館　西尾市立図書館（緯５６・６２００）…１９日昭
　　　一色学びの館（緯７２・３８８０）…なし
　　　吉良図書館（緯３２・３４００）…なし
　　　幡豆図書館（緯６２・６５８８）…なし

６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののの
休休休休休休休休休休休休休休館館館館館館館館館館館館館館休館日日日日日日日日日日日日日日日

タ　イ　ト　ル日　　時対　象館　名

１４ひきのあさごはん１４日松　午前１０時３０分小学生以下
西尾市立図書館

 遺体１４日松　午後２時中学生以上

地下鉄（メトロ）に乗って２８日松　午前１０時中学生以上
一色学びの館

紅ばら・白ばら２８日松　午後２時小学生以下

パパにあいたい２１日松　午後１時３０分小学生以下
吉良図書館

坂本龍馬の生涯２１日松　午後２時３０分中学生以上

トムとジェリー７日松　午前１１時小学生以下
幡豆図書館

マリア・カラス７日松　午後２時中学生以上

日　　　時対  象団　体　名　な　ど

▼西尾市立図書館

７日松　午前１１時園児・小学生おはなし会きらら

１０日昇・２４日昇　午前１０時３０分０～４歳児おはなしドキドキ

毎週水曜日　午後３時３０分どなたでも水曜おはなし会

１２日昭・２６日昭　午後３時３０分０～２歳児よちよちさんのおはなし会

６日晶・２０日晶　午前１０時３０分０～３歳児ピヨピヨおはなし会

▼一色学びの館

７日松・１４日松　午前１０時３０分
２１日松　午後３時

園児・小学生土曜日のおはなし会

１２日昭　午前１１時２～３歳児めそっこランド

１９日昭　午前１１時０～１歳児ラッコランド

日　　　時対  象団　体　名　な　ど

▼吉良図書館

４日昌・１８日昌　午前１０時３０分０～４歳児おはなしキラキラ

１１日昌・２５日昌　午前１０時３０分２～４歳児ひよこランド

１日掌　午前１０時３０分園児・小学生よみきかせ会

１４日松　午前１０時３０分園児・小学生土曜お話し会

１８日昌　午後４時３０分園児・小学生おはなしくるりん

▼幡豆図書館

８日掌・２２日掌　午前１０時３０分園児・小学生幡豆よみきかせの会

２４日昇　午前１０時４５分０～１歳児いちごおはなし会

３日昇　午前１０時４５分２～３歳児おはなしぴょーん

２１日松　午前１１時園児以上はずっこおはなし会

　
５
月
は
佐
久
島
散
策
の
ベ
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
で
、
い
ろ
い
ろ
な
魚
介

類
が
旬
を
迎
え
始
め
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
春
の
花
々
も

島
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
咲
き
、「
観

て
」「
食
べ
て
」
楽
し
め
る
、
観
光

に
は
絶
好
の
季
節
で
す
。

　「
観
て
」楽
し
む
佐
久
島
散
策
の

定
番
と
い
え
ば
、
佐
久
島
ア
ー
ト

ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。
島
を
彩
る
常

設
作
品
　
点
は
、
ど
の
作
品
も
島

２０

の
風
土
を
取
り
入
れ
て
制
作
さ
れ
、

鑑
賞
し
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
こ

と
で
、
い
っ
そ
う
佐
久
島
を
感
じ

ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

代
表
作
は
「
お
ひ
る
ね
ハ
ウ
ス
」

「
イ
ー
ス
ト
ハ
ウ
ス
」「
佐
久
島
の

秘
密
基
地
／
ア
ポ
ロ
」
の
建
築
作

品
。
中
に
入
っ
て
寝
転
が
っ
た
り
、

三
河
湾
の
眺
め
が
広
が
る
窓
辺
で

く
つ
ろ
い
だ
り
で
き
る
三
者
三
様

の
作
品
で
す
。

　「
食
べ
て
」楽
し
む
佐
久
島
の
春

と
い
え
ば
、
春
告
げ
魚
と
も
呼
ば

れ
る「
メ
バ
ル
」で
す
。
全
国
的
に

沿
岸
部
の
岩
礁
な
ど
に
す
む
根
魚

で
す
が
、
佐
久
島
の
も
の
は
、
お

い
し
い
と
評
判
で
す
。
食
堂
、
民

宿
な
ど
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
味
わ
い
に
来

て
く
だ
さ
い
。

【
佐
久
島
散
策
の
ス
ス
メ

　【
佐
久
島
散
策
の
ス
ス
メ
】】

【
佐
久
島
公
式
サ
イ
ト
】 

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sa
k
u
sh
im
a
.co
m

【
問
合
先
】
佐
久
島
振
興
課

　
（
緯
　
・
９
６
０
７
／
一
色
支
所
内
）

７２

著…涌井良幸・涌井貞美／実務教育出版

▲

窓
か
ら
三
河
湾
の
眺
め
を
楽
し
め
ま
す

（
佐
久
島
の
秘
密
基
地
／
ア
ポ
ロ
）

ア
ー
ト
＆
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
尾
野
 訓
  大
 ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
写
真

く
に
 ひ
ろ

で
花
を
摘
み
に
行
く
』
作
品
展
示

▼
期
間
／
５
月
　
日
掌
ま
で
▼
場
所

２５

／
弁
天
サ
ロ
ン
▼
内
容
／
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
参
加
者
が
撮
っ
た
写
真
展

●
渡
部
 睦
  子
 「
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ト
レ
ー

ち
か
 こ

シ
ン
グ
」　

▼
期
間
／
６
月
７
日
松
～
８
月
　
日
１７

掌
▼
場
所
／
弁
天
サ
ロ
ン
▼
内
容
／

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
昔
は
島
だ
っ
た
世

界
遺
産
「
ス
ホ
ク
ラ
ン
ト
地
方
」と
佐

久
島
を
比
較
し
た
映
像
作
品

●
渡
部
睦
子
作
家
交
流
会
　

　
▼
日
時
／
６
月
７
日
松
午
後
３
時
～

５
時
▼
場
所
／
弁
天
サ
ロ
ン
▼
内
容

／
作
家
に
よ
る
作
品
説
明
と
、
う
た

旅
行
家
の
川
辺
ゆ
か
氏
に
よ
る
歌



　
　
普
通
交
付
税
の
交
付
額
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
当
初
予
算
は
　
億
円
と
し

２６

２８

て
い
ま
す
。
普
通
交
付
税
の
決
算
ベ
ー
ス
で

は
、
　

年
度
が
約
　
億
円
、
　

年
度
が
約
　

２３

３３

２４

３６

億
円
、
　

年
度
決
算
見
込
み
額
で
約
　
億
円

２５

３２

で
す
。

　
　
財
政
力
指
数
の
推
移
と
近
隣
市
と
の
比

較
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
が
０
・
９
５
、
　

年
度
が

２３

２４

０
・
９
５
、
　

年
度
が
０
・
９
６
で
す
。
西

２５

三
河
９
市
の
中
で
３
年
間
と
も
一
番
低
い
状

況
で
す
。
　

年
度
の
刈
谷
市
は
１
・
２
４
、

２５

安
城
市
は
１
・
１
８
で
す
。

　
　
合
併
算
定
替
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
満

額
交
付
が
終
了
す
る
平
成
　
年
度
以
降
は
、

２９

普
通
交
付
税
が
段
階
的
に
減
額
さ
れ
る
が
、

予
算
措
置
を
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
。

　
　
合
併
算
定
替
終
了
後
の
平
成
　
年
度
の

３４

普
通
交
付
税
額
を
約
８
億
円
と
見
込
ん
で
お

り
、
約
　
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
が
、
人

２０

件
費
の
削
減
額
と
し
て
約
　
億
円
、
ご
み
処

１５

理
施
設
整
備
に
係
る
公
債
費
の
削
減
額
と
し

て
約
　
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

１２

　
　
合
併
に
よ
り
約
６
５
０
人
の
職
員
が
ふ

え
た
が
、
削
減
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
ま
で
に
、
職
員
を
　
人
削

２６

８０

減
す
る
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
１
０
０
人

の
減
と
な
り
ま
す
。

　
　
合
併
前
の
平
成
　
年
度
と
比
較
し
、
合

２２

併
後
の
人
件
費
の
推
移
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
合
併
前
の
旧
西
尾
市
の
人
件
費
は
約
　４７

億
６
千
万
円
で
、
合
併
後
の
　
年
度
は
約
　

２３

９０

億
３
千
万
円
、
　

年
度
は
約
　
億
８
千
万
円

２４

８６

で
す
。

　
　
行
政
組
織
機
構
改
革
は
ど
の
よ
う
に
改

編
し
、
ど
う
合
理
化
に
努
め
ま
し
た
か
。

　
　
危
機
管
理
局
と
産
業
部
を
創
設
す
る
こ

と
で
２
部
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
支
所
の

２
課
の
統
合
な
ど
で
４
課
の
減
。
組
織
機
構

の
改
革
で
職
員
数
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

にしお

市議会だより

広広報報平平成成２２６６年年５５月月１１６６日日号号 １１４４

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

■問 ●答 

３月定例会が、２月２６日から３月２５日までの２８日間の会期で開催されました。

初日には、市長が市政運営のスローガンに「融和」と「協働」、そして「飛躍」を掲げ、施

政方針演説を行いました。また、平成２６年度予算、条例改正など、議案３５件を審議しました。

●２月２７日には各会派を代表して３人の議員が、施政方針に対して質問しました。

●２月２８日、３月３日、５日に１３人の議員が市政について質問しました。

●３月７日には新年度予算について質疑が行われました。

３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例３月定例会会会会会会会会会会会会会会会会会

市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長のののののののののののののののの施施施施施施施施施施施施施施施施政政政政政政政政政政政政政政政政方方方方方方方方方方方方方方方方針針針針針針針針針針針針針針針針にににににににににににににににに議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会がががががががががががががががが問問問問問問問問問問問問問問問問うううううううううううううううう市長の施政方針に議会が問う！！！！！！！！！！！！！！！！！

■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

山
田

慶
勝

議

　
山
田
　
慶
勝
　
議
員員

新
生
西
尾
ク
ラ

新
生
西
尾
ク
ラ
ブブ

会
派
代
表
質
問



　
　
市
民
病
院
改
革
に
つ
い
て
、
医
学
生
に

対
す
る
奨
学
金
制
度
の
反
響
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
新
聞
記
事
を
見
た
と
の
問
い
合
わ
せ
や

大
学
医
学
生
か
ら
の
照
会
が
数
件
あ
り
ま
し

た
。
３
名
を
募
集
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介

し
て
、
紹
介
患
者
さ
ん
の
市
民
病
院
で
の
診

療
情
報
を
紹
介
元
の
地
元
医
療
機
関
と
共
有

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
の

機
能
に
応
じ
た
治
療
を
効
果
的
、
か
つ
効
率

的
に
提
供
で
き
、
医
療
安
全
の
点
か
ら
も
効

果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
高
額
医
療
機
器
の
更
新
や
病
棟
の
改
修

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　
病
棟
改
修
は
、
今
後
３
年
間
で
５
階
、

６
階
、
３
階
病
棟
の
順
に
改
修
し
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
の
向
上
及
び
長
寿
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
学
校
生
活
介
助
員
派
遣
事
業
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
で
す
か
。

　
　
市
内
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
重
度

の
身
体
障
害
児
に
対
し
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

す
る
こ
と
に
よ
り
食
事
や
排
せ
つ
な
ど
、
日

常
生
活
の
身
辺
自
立
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
　
新
年
度
は
何
人
を
対
象
に
し
ま
す
か
。

にしお

市議会だより

す
。
今
後
は
残
り
の
橋
梁
関
係
工
事
、
本
格

的
な
公
園
の
基
盤
整
備
に
着
手
し
、
　

年
度

２８

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
矢
作
古
川
分
派
施
設
の
整
備
状
況
と
、

矢
作
川
左
岸
堤
防
道
路
の
整
備
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

　
　
全
体
の
工
事
完
了
は
平
成
　
年
度
末
で
、

２７

矢
作
川
左
岸
堤
防
は
、
現
在
、
用
地
測
量
な

ど
を
行
い
、
志
貴
野
橋
よ
り
西
浅
井
町
ま
で

の
堤
防
整
備
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
堤
防
整

備
の
完
了
後
に
は
道
路
と
し
て
使
用
で
き
る

よ
う
国
土
交
通
省
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

　
　
子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
保
育

園
・
幼
稚
園
給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て
、
対

象
園
児
数
と
経
費
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

　
　
鶴
城
小
学
校
３
名
、
荻
原
小
学
校
２
名
、

矢
田
小
学
校
１
名
、
寺
津
小
学
校
１
名
、
一

色
東
部
小
学
校
１
名
、
一
色
西
部
小
学
校
１

名
で
、
合
計
６
小
学
校
で
９
名
の
予
定
で
す
。

　
　
一
色
地
区
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
跡

地
問
題
協
議
会
は
、
昨
年
　
月
の
発
足
以
来
、

１１

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
か
。

　
　
現
状
問
題
の
把
握
や
、
今
後
、
予
想
さ

れ
ま
す
各
種
問
題
点
、
各
課
間
の
連
携
体
制

な
ど
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
跡
地
問
題
解

決
に
向
け
て
の
方
策
、
産
廃
業
者
が
提
案
し

て
い
る
計
画
の
検
証
、
確
認
な
ど
の
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
産
廃
業
者
が
実

施
し
て
い
る
用
地
購
入
な
ど
の
開
発
行
為
に

伴
う
事
務
や
影
響
を
確
認
す
る
な
ど
、
臨
機

応
変
の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
一
色
地
区
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
跡

地
問
題
に
つ
い
て
、
愛
知
県
と
は
緊
密
に
連

携
で
き
て
い
ま
す
か
。

　
　
西
尾
市
が
危
惧
す
る
問
題
意
識
と
の
間

に
ず
れ
が
生
じ
て
お
り
、
現
段
階
で
は
県
と

の
緊
密
な
連
携
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
　
親
子
で
楽
し
め
る
公
園
に
つ
い
て
、
整

備
の
進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
用
地
は
、
約
　
％
に
当
た
る
約
４
・
１

９５

㌶

の
取
得
が
完
了
し
、
道
路
も
、
橋
梁
下
部

工
３
基
の
う
ち
２
基
の
工
事
が
完
了
予
定
で

　
　
対
象
園
児
数
は
、
約
４
千
８
０
０
人
で

す
。
経
費
は
、
歳
入
、
歳
出
あ
わ
せ
て
約
５

千
９
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
「
総
合
運
動
場
」の
建
設
を
検
討
す
る
組

織
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
　
総
合
運
動
場
に
整
備
す
る
施
設
、
規
模
、

設
備
や
建
設
す
る
場
所
、
既
存
施
設
の
う
ち

残
す
施
設
、
廃
止
す
る
施
設
な
ど
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
基
金
条
例
を
制
定
す
る
前
に
具
体
的
な

計
画
を
市
民
に
示
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
今
後
、
検
討
委
員
会
等
を
設
置
し
て
素

案
づ
く
り
に
着
手
し
、
市
民
に
公
表
し
ま
す
。

　
　
大
災
害
が
心
配
さ
れ
る
中
で
、
使
途
が

固
定
さ
れ
る
基
金
に
貴
重
な
税
金
を
寝
か
せ

て
お
く
ほ
ど
の
緊
急
性
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
使
途
が
固
定
さ
れ
て
い
な
い
財
政
調
整

基
金
で
は
な
く
、
総
合
運
動
場
整
備
基
金
に

積
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
適
当
で
す
。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
使
用
す
る
学
校
施
設
で

さ
え
、
改
修
に
よ
る
長
寿
命
化
で
対
応
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
現
有
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も

改
修
し
て
公
式
競
技
が
可
能
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
変
え
る
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
現
有
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
公
式
競
技
が
で

き
る
よ
う
改
修
し
、
総
合
運
動
場
に
は
整
備

し
な
い
施
設
と
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

１５ 平平成成２２６６年年５５月月１１６６日日号号広報

■問 ●答 

安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
支
え
る
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

安
全
と
う
る
お
い
の
あ
る

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

地
域
を
支
え
る
文
化
と
人
を

育
む
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

「
総
合
運
動
場
」構
想
に
つ
い
て

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 

●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 

●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

洪水時に矢作古川への流量を調整する
矢作古川分派施設の予定地

（国土交通省豊橋河川事務所提供（国土交通省豊橋河川事務所提供））



　
　
市
民
要
望
が
強
い
の
は
「
身
近
で
利
用

で
き
る
施
設
の
増
加
」
で
あ
っ
て
、
「
公
式

競
技
場
」
で
は
な
い
が
、
ど
う
お
考
え
で
す

か
。
　
　
公
式
競
技
の
で
き
る
施
設
は
必
要
で
す
。

　
　
工
場
立
地
法
が
改
正
さ
れ
、
緑
地
率
が

市
独
自
で
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
碧
南
市
の
よ
う
に
環
境
施
設
面
積
率
を

　
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
か
ら
　
パ
ー
セ
ン
ト
以

２５

１０

上
、
緑
地
面
積
率
　
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
か
ら

２０

５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
変
更
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
衣
浦
　
号
地
で
は
、
環
境
施
設
面
積
率

１４

を
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
、
ま
た
緑
地
面
積

ら
必
要
が
生
じ
た
時
に
検
討
し
ま
す
。

　
　
子
ど
も
子
育
て
支
援
に
関
す
る
新
制
度

に
基
づ
き
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
児
童
を
小

学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
せ
ん

か
。
　
　
現
段
階
で
市
の
は
っ
き
り
し
た
方
向
性

は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
･
子
育

て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

近
隣
の
他
市
町
の
状
況
も
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
子
育
て
支
援
の
た
め
、
兄
弟
姉
妹
が
通

学
す
る
小
学
校
区
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
入

園
で
き
る
よ
う
に
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
で
き
る
限
り
希
望
に
沿
え
る
よ
う
、
今

後
も
入
園
調
整
を
し
て
い
き
ま
す
。
入
園
し

た
後
も
、
進
級
時
の
転
園
希
望
を
と
っ
て
お

り
、
保
護
者
の
希
望
さ
れ
る
園
に
優
先
的
に

転
園
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
　
実
現
ま
で
に
は
時
間
が
必
要
で
、
今
後
、

超
党
派
の
勉
強
会
・
建
設
特
別
委
員
会
立
ち

上
げ
を
視
野
に
入
れ
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
粗
造
成
が
完
了
す
る

よ
う
な
実
施
計
画
を
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
で
き
る
限
り
早
期
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
行
く
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
６
月
定
例
会
で
、
早
期
建
設

２３

を
求
め
る
請
願
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、

父
兄
に
と
っ
て
は
一
日
千
秋
の
思
い
で
果
報

を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
約
３
年
経
っ
て
も

具
体
的
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。
岡
崎
養
護
学

校
で
は
通
学
に
時
間
が
必
要
で
、
以
前
か
ら

市
内
に
養
護
学
校
の
設
立
を
求
め
る
声
が
あ

り
ま
す
。
現
在
ま
で
の
経
過
は
ど
の
よ
う
で

す
か
。

　
　
西
三
河
南
部
へ
の
養
護
学
校
設
立
の
可

能
性
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
見
極
め
、
連
携
を

図
り
な
が
ら
養
護
学
校
設
立
を
視
野
に
入
れ

た
特
別
支
援
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
名
鉄
西
尾
蒲
郡
線
を
大
変
な
努
力
に
よ

っ
て
乗
降
客
を
増
加
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、

昭
和
３
年
に
供
用
開
始
さ
れ
た
名
鉄
西
尾
線

の
米
津
鉄
橋
は
、
地
震
に
対
し
て
基
礎
杭
に

不
安
が
あ
り
ま
す
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
ま
す
か
。

率
を
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
緩
和
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
５
か
所
の
工
業
専
用
地
域
で
は
、

環
境
施
設
面
積
率
を
　
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
、

１５

緑
地
面
積
率
を
　
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
へ
と
緩

１０

和
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
内
の
建
設
業
を
保
護
育
成
し
て
い
か

な
い
と
、
建
設
業
が
減
少
し
て
災
害
時
の
緊

急
復
旧
時
に
工
事
業
者
が
な
く
、
財
産
・
人

命
を
守
る
手
段
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
復
旧
、
消
費
税
率
の
ア
ッ
プ
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

の
大
型
建
設
事
業
な
ど
の
影
響
で
、
資
材
や

人
件
費
の
高
騰
に
起
因
す
る
建
設
単
価
の
上

昇
に
よ
り
、
市
内
公
共
工
事
が
入
札
不
調
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
資
材
や
人
件
費
の
高
騰
に
よ
る
市
内
の

公
共
工
事
の
入
札
不
調
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
名
鉄
西
尾
蒲
郡
線
の
利
用
増
進
を
図
り
、

近
隣
住
民
の
交
通
渋
滞
被
害
の
緩
和
策
と
し

て
、官
民
連
携
を
模
索
し
て
、西
尾
駅
と
ヴ
ェ

ル
サ
ウ
ォ
ー
ク
間
の
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に

屋
根
付
き
陸
橋
の
建
設
を
計
画
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
今
後
名
鉄
を
利
用
し
て
の
集
客
も
期
待

さ
れ
る
が
、
多
く
の
事
業
費
が
必
要
な
た
め
、

一
企
業
の
進
出
だ
け
で
計
画
す
る
の
で
な
く
、

今
後
、
駅
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
を
見
な
が

にしお

市議会だより

広広報報平平成成２２６６年年５５月月１１６６日日号号 １１６６

子
育
て
支
援
の
た
め
の
児
童

ク
ラ
ブ
充
実
に
つ
い
て

■問 

企
業
誘
致
に
か
か
る
緑
地
に
つ
い
て

■問 ●答 

環境施設面積率環境施設面積率やや
緑地面積率を緩和している衣浦14号緑地面積率を緩和している衣浦14号地地

建
設
業
に
つ
い
て

名
鉄
西
尾
蒲
郡
線
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
た
め
の
保
育

園
・
幼
稚
園
に
つ
い
て

総
合
運
動
場
に
つ
い
て

養
護
学
校
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

●答 

■問 ●答 ■問 

■問 

●答 

■問 ●答 ■問 

●答 ■問 ●答 ■問 

●答 

神
谷

庄
二

議

　
神
谷
　
庄
二
　
議
員員

市
政
ク
ラ

市
政
ク
ラ
ブブ



　
　
市
長
選
で
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ

い
て
、
平
成
　
年
度
事
業
へ
の
反
映
状
況
は

２６

ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
第
７
次
西
尾
市
総
合
計
画
を
政
策
の
基

本
と
し
て
掲
げ
、
任
期
中
の
４
年
間
で
実
現

し
た
い
事
業
を
公
約
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
農
業
副
都
心
構
想
の
具
体
化
、

企
業
誘
致
の
推
進
、
民
間
主
導
に
よ
る
観
光

振
興
や
保
育
園
・
幼
稚
園
の
給
食
費
無
料
化

事
業
、
市
民
病
院
に
お
け
る
医
師
確
保
の
た

め
の
奨
学
金
貸
与
制
度
の
創
設
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
出
発
点
と
位
置
づ
け
た
公
共
施

設
再
配
置
推
進
事
業
な
ど
、
平
成
　
年
度
か

２６

ら
事
業
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
「
観
光
元
年
」
と
し
て
、
具
体
的
な
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
本
市
の
魅
力
あ
る
豊
か
な
観
光
資
源
を

活
か
す
と
と
も
に
、
市
民
が
ま
ち
に
誇
り
と

愛
着
を
持
ち
、
観
光
客
を
温
か
く
迎
え
入
れ

る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
基
本
理
念
を
「
お
も

て
な
し
の
心
で
迎
え
入
れ
る
　
多
彩
な
魅
力

にしお

市議会だより

と
活
力
が
つ
な
が
る
観
光
の
ま
ち
　
西
尾
」

と
定
め
、
平
成
　
年
度
は
「
抹
茶
ス
イ
ー
ツ

２６

甲
子
園
」
や
「
愛
知
県
観
光
交
流
サ
ミ
ッ
ト
」

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
西
尾
幡
豆
線
の
平
成
　
年
度
計
画
は
ど

２６

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
愛
知
県
に
て
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
現
在
、
鵜
ヶ
池
町
か
ら
吉
良
町
岡

山
の
未
供
用
区
間
１
・
５
キ
ロ
㍍

の
用
地
取

得
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、
鵜
ヶ
池

町
側
で
一
部
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
　
安
城
一
色
線
の
平
成
　
年
度
の
予
定
地

２６

と
規
模
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
西
尾
地
区
の
上
町
、
下
町
地
内
の
約
１
・

２
キ
ロ
㍍

の
用
地
取
得
、
物
件
移
転
補
償
を

進
め
て
い
た
だ
け
ま
す
。
一
色
地
区
に
お
い

て
は
、
諏
訪
神
社
の
物
件
移
転
が
進
行
中
で
、

平
成
　
年
度
に
諏
訪
神
社
よ
り
南
の
区
間
と

２６

国
道
２
４
７
号
と
交
差
点
を
含
め
た
事
業
許

可
を
取
得
し
、
整
備
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
　
３
学
期
制
へ
の
移
行
に
よ
り
、
各
学
校

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
特
性
を
発
揮
し
ま

し
た
か
。

　
　
名
鉄
西
尾
線
の
米
津
鉄
橋
に
は
８
か
所

の
橋
脚
が
あ
り
、
全
て
の
基
礎
に
お
い
て
周

囲
に
鋼
製
の
矢
板
が
打
ち
込
ま
れ
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
補
強
工
事
が
さ
れ
て
お
り
、
安
全
性

は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
安
城
市
に
比
べ
、
当
市
は
市
民
サ
ー
ビ

の
政
策
発
想
が
、
遅
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
　
安
城
市
は
、
４
月
に
「
安
城
市
み
ら
い

創
造
研
究
所
」
と
い
う
自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン

ク
を
設
置
し
て
、
市
に
お
け
る
課
題
を
集
中

し
て
調
査
、
研
究
を
行
う
先
進
的
な
取
り
組

み
を
始
め
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
の
活

動
状
況
を
注
視
し
、
参
考
と
し
ま
す
。

　
　
市
内
各
学
校
で
は
、
３
学
期
制
へ
の
移

行
が
子
ど
も
た
ち
の
励
み
と
な
る
よ
う
「
適

正
な
評
価
の
工
夫
」
「
授
業
時
間
数
の
拡
充
」

「
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
時
間
の
保
障
」
の
３

点
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
学
校
の
努
力
も
あ
り
、
３
学
期
へ
の
移

行
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
小
・
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
改
修
や
ト

イ
レ
改
修
の
計
画
年
度
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校

の
す
べ
て
の
屋
内
運
動
場
の
非
構
造
部
材
耐

震
対
策
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
吊

り
天
井
を
有
す
る
屋
内
運
動
場
は
平
成
　
・
２６

　
年
度
２
か
年
で
天
井
材
の
撤
去
を
含
め
、

２７必
要
な
改
修
工
事
を
完
了
し
ま
す
。
ト
イ
レ

改
修
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
で
、
全

２６

２９

て
の
小
中
学
校
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
１

系
統
以
上
の
整
備
を
完
了
し
ま
す
。

　
　
市
長
の
目
指
す
新
「
西
尾
市
」
の
具
体

的
将
来
像
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
目
指
す
新
「
西
尾
市
」
の
将
来
像
は
、

第
７
次
西
尾
市
総
合
計
画
に
掲
げ
て
い
る
、

「
自
然
と
文
化
と
人
々
が
と
け
あ
い
　
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
西
尾
」
で
あ
り
ま
す
。

無
二
の
宝
で
あ
る
美
し
い
景
観
、
歴
史
、
文

化
が
感
じ
ら
れ
、
そ
こ
で
人
々
が
活
き
活
き

と
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち
に
、
そ
ん

な
魅
力
あ
る
西
尾
市
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

１７ 平平成成２２６６年年５５月月１１６６日日号号広報

●答 ■問 

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
づ
く
り

平
成
　
年
度
市
政
運
営
に
つ
い
て

２６

　
６
月
定
例
市
議
会

　
　
開
催
予
定
の
お
知
ら
せ

６
月
　
２
日
（
月
）
　
本

会

議

　
５
日
（
木
）
　
本

会

議

　
６
日
（
金
）
　
本

会

議

　
９
日
（
月
）
　
本

会

議

　
　
日
（
水
）
　
文

教

委

員

会

１１
　
　
日
（
月
）
　
厚

生

委

員

会

１６
　
　
日
（
火
）
　
経
済
建
設
委
員
会

１７
　
　
日
（
水
）
　
企
画
総
務
委
員
会

１８
　
　
日
（
木
）
　
本

会

議

２６
　
開
会
時
間
は
午
前
　
時
で
す
。

１０

　
　
　
＊
本
会
議
は
議
場

　
　
　
＊
委
員
会
は
第
１
委
員
会
室

利
便
性
と
快
適
性
を
高
め
る

基
盤
づ
く
り

地
域
を
支
え
る
文
化
と
人
を

育
む
環
境
づ
く
り

市
民
と
共
に
考
え
る
職
員
の

ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て

●答 

■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 

●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

稲
垣

一
夫

議

　
稲
垣
　
一
夫
　
議
員員

西
政
ク
ラ

西
政
ク
ラ
ブブ



　
　
西
尾
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
定
住
促
進
の

た
め
の
情
報
誌
を
発
行
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
人
口
の
増
減
は
、
ま
ち
の
活
性
化
や
経

済
に
及
ぼ
す
影
響
が
多
大
で
あ
る
た
め
情
報

誌
の
発
行
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

　
　
工
場
建
設
や
住
宅
建
設
等
に
係
る
各
種

規
制
緩
和
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
雇
用
の
創
出
や
経
済
の
活
性
化
の
た
め

工
場
建
設
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
規
制
緩

和
に
努
め
ま
す
。
住
宅
建
設
に
つ
い
て
は
住

み
良
い
住
環
境
を
整
備
し
て
定
住
促
進
に
努

め
ま
す
。

　
　
今
後
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
　
検
討
す
る
組
織
を
設
置
し
て
、
基
本
構

想
を
策
定
し
、
総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
、
緑
の
基
本
計
画
へ
の
位
置
づ

け
な
ど
の
手
続
き
を
進
め
、
市
民
の
意
見
を

お
聞
き
し
て
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
財
政
負
担
を
考
え
た
市
民
ニ
ー
ズ
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
施
設
、
規
模
、
整
備
期
間
や
費
用
な
ど

を
示
し
た
上
で
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
有
効
活
用
す
る
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
振
興
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
行
政
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
協
働
し
て
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
ス
ポ
ー
ツ
に
参

加
す
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

で
活
躍
で
き
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
な
ど
競

技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
「
人
に
や
さ
し
い
看
護
活
動
が
で
き
、
進

展
す
る
医
療
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
人
材
を
育
成
し
、
地
域
住
民
の
健
康
と
福

祉
に
寄
与
す
る
こ
と
の
で
き
る
意
識
の
高
い

看
護
実
践
者
の
育
成
を
す
る
」
と
し
た
教
育

理
念
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い

ま
す
か
。

　
　
人
間
と
人
間
生
活
を
基
盤
に
し
て
基
礎

分
野
、
専
門
基
礎
分
野
、
専
門
分
野
及
び
統

合
分
野
の
教
育
内
容
を
関
連
さ
せ
る
よ
う
に

教
授
し
て
い
ま
す
。

　
　
専
門
的
職
業
人
と
し
て
倫
理
的
行
動
を

遵
守
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
自
己
研
鑽
が
で

き
る
能
力
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
学
習
態
度
や
研
究
態
度
、
自
己
研
鑽
能

力
も
養
い
看
護
師
に
ふ
さ
わ
し
い
、
主
体
的

な
内
容
を
教
授
し
て
い
ま
す
。

　
　
臨
地
実
習
指
導
を
す
る
指
導
者
に
対
し

て
、
教
育
理
念
や
教
育
方
針
を
ど
の
よ
う
に

浸
透
さ
せ
て
い
ま
す
か
。

　
　
実
習
開
始
前
に
、
実
習
指
導
者
と
担
当

教
員
が
実
習
手
引
き
に
基
づ
い
て
打
合
せ
を

行
い
、
実
習
指
導
の
考
え
方
及
び
指
導
方
法

の
統
一
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
入
学
し
た
学
生
を
全
員
卒
業
さ
せ
る
た

め
に
、
今
後
、
教
育
方
針
を
ど
の
よ
う
に
実

践
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
学
生
の
立
場
に
立
ち
、
心
が
折
れ
そ
う

な
状
況
に
あ
る
学
生
に
は
、
問
題
を
受
け
止

め
、
一
緒
に
解
決
で
き
る
方
法
を
考
え
る
姿

勢
で
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
防
災
対
策
の
考
え
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
る
中
、
市
の
最
重
点
課
題
と
捉
え
予
算

を
増
額
し
て
各
種
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
策
と
防
災
訓

練
の
あ
り
方
、
小
中
学
生
の
防
災
教
育
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
生
命
と
財
産
を
守
る
の
は
自
身
で
あ
る

と
い
う
意
識
の
高
揚
を
推
進
す
る
と
と
も
に

自
主
防
災
会
な
ど
へ
の
呼
び
か
け
や
活
か
さ

れ
る
防
災
訓
練
・
体
験
的
な
活
動
な
ど
の
防

災
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
地
震
の
揺
れ
に
対
す
る
市
民
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
揺
れ
の
対
策
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
市
民
が
耐
震
工
事
や
家
具
の
転
倒
防
止

な
ど
自
ら
生
き
延
び
る
知
恵
と
対
策
を
行
な

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
推
進
し
ま
す
。

　
　
現
段
階
で
の
建
設
予
定
時
期
、
施
設
の

内
容
、
事
業
費
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
十
数
年
後
に
着
手
し
、
野
球
場
、
陸
上

競
技
場
、
テ
ニ
ス
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
施
設
で
約
　
億
８０

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

にしお
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人
口
増
加
策
と
定
住
促
進
に
つ
い
て
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総
合
運
動
場
の
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設
計
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看
護
専
門
学
校
に
お
け
る
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て
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議
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にしお

市議会だより

署
が
創
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
こ
を
中
心
に
、

建
設
部
も
消
防
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
の
情
報
収
集
力
は
脆
弱
で
す
。
静
岡

市
の
よ
う
に
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
隊
を
つ
く

っ
て
増
強
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
建
設
部
で
は
自
転
車
に
よ
る
情
報
収
集

の
考
え
は
あ
り
ま
す
が
、
積
極
的
に
研
究
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
地
震
時
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
住
民
救
出

の
た
め
に
バ
ー
ル
や
シ
ャ
ベ
ル
を
収
め
た

「
お
助
け
倉
庫
～
防
災
倉
庫
の
簡
易
版
」
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
良
い
提
案
な
の
で
、
新
年
度
の
新
規
補

助
制
度
（
　
万
円
）
の
中
で
紹
介
し
ま
す
。

１０

　
　
給
水
車
は
寄
付
頼
み
で
な
く
、
市
で
、

も
う
１
台
増
や
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
軽
自
動
車
に
搭
載
で
き
る
ポ
リ
タ
ン
ク

を
自
主
防
災
会
で
運
搬
し
て
い
た
だ
く
連
携

が
考
え
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
消
防
団
も
、
操
法
訓
練
よ
り
も
実
践
的

な
住
民
の
救
助
・
救
出
訓
練
を
行
う
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
法
改
正
で
消
防
団
の
災
害
時
の
役
割
が

明
確
化
さ
れ
た
の
で
、
来
年
度
以
降
、
分
署

で
の
教
育
・
救
助
訓
練
を
積
極
的
に
指
導
し

て
い
き
ま
す
。

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
職
員
に
は
、
接
遇
の
重
要
性
を
再
認
識

さ
せ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
年
度
途
中
の
　
月
に
全
嘱
託
職

１２

員
を
対
象
に
接
遇
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
委
託
さ
れ
て
い
た
共
同
利
用
施
設
で
は
、

直
営
に
な
る
こ
と
に
よ
り
人
件
費
が
か
さ
む

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
経
費
節
減
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
直
営
の
共
同
利
用
施
設
は
必
要
最
小
限

の
人
員
配
置
と
合
わ
せ
て
、
一
般
職
員
よ
り

も
人
件
費
の
安
い
嘱
託
職
員
と
臨
時
職
員
で

施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
危
機
管
理
局
の
新
設
に
よ
っ
て
防
災
・

減
災
対
策
は
ど
う
充
実
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　
　
専
門
部
局
と
し
て
権
限
は
大
き
く
な
り
、

各
部
課
と
の
連
携
・
協
力
を
強
め
ま
す
。
　

　
　
阪
神
大
震
災
で
は
死
者
の
９
割
、
４
千

８
３
１
人
が
家
屋
や
家
具
転
倒
に
よ
る
圧
迫

死
で
す
。
市
政
世
論
調
査
で
は
家
具
転
倒
防

止
を
や
っ
て
い
な
い
世
帯
が
　
％
も
あ
り
、

４３

平
坂
や
幡
豆
地
区
で
は
　
％
に
な
る
こ
と
が

５０

　
　
地
域
に
設
置
さ
れ
た
共
同
利
用
施
設
は
、

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で

あ
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
市
民
の
方
々
の
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
方
々
の
交
流
の

場
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
　
共
同
利
用
施
設
は
退
職
職
員
の
配
置
場

所
で
あ
っ
て
「
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
」
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
事
が
置

き
去
り
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
疑
問
を

持
ち
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　
　
市
の
職
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
培
っ

た
経
験
と
知
識
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
第
一
に
考
え
、
業
務
に
当
た
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
会
館
業
務
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
地

域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
そ
の
点
を
意
識
し
た
施
設
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
長
は
地
域
住
民
と
の
懇
談
会
で
「
職

員
の
接
遇
に
つ
い
て
は
十
分
な
研
修
を
さ
せ

る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
実
績
は
ど

1９ 平平成成２２６６年年５５月月１１６６日日号号広報

判
っ
て
い
ま
す
。
官
民
挙
げ
て
家
具
転
倒
防

止
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
新
年
度
に
は
具
体
的
な
対
策
を
と
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　
地
震
時
に
倒
壊
し
て
避
難
路
を
塞
ぎ
そ

う
な
家
屋
に
は
積
極
的
に
耐
震
対
策
を
働
き

か
け
ま
せ
ん
か
。
同
様
の
空
き
家
に
も
対
策

を
講
じ
ま
せ
ん
か
。

　
　
耐
震
対
策
は
、
補
助
金
を
　
万
円
か
ら

９０

１
２
０
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
建
築
士

会
・
自
主
防
災
会
と
一
緒
に
戸
別
訪
問
す
る

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
を
進
め
ま
す
。
建
設
部
で
は

空
き
家
の
把
握
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
高
齢
者
・
障
害
者
に
は
無
料
で
家
具
転

倒
防
止
が
で
き
る
の
に
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
に
は
福
祉
部
と
も

連
携
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
建
設
部
と
し
て
は
、
小
学
校
区
単
位
で

自
主
防
災
会
と
で
集
中
的
に
実
施
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
消
防
本
部
で
は
、
狭
あ
い
道
路
周
辺
の

空
き
家
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
消
防
の
観
点
で
の
空
き
家
の
調
査
は
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
町
内
会
長
に

ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
５
年
で
全
市
の
調
査

が
で
き
ま
す
。

　
　
各
部
で
別
々
に
調
査
・
把
握
し
て
い
る

情
報
は
し
っ
か
り
共
有
し
て
、
空
き
家
対
策

を
行
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
新
年
度
は
空
き
家
対
策
を
担
当
す
る
部

鈴
木

規
子

議

　
鈴
木
　
規
子
　
議
員員

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の

具
体
的
な
備
え
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て
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い
て
「
空
き
缶
等
分
別
収
集
事
業
」
に
関
し

て
は
、
事
業
に
つ
い
て
は
「
内
容
・
規
模
見

直
し
」、
奨
励
金
に
つ
い
て
は
「
抜
本
的
見

直
し
」
と
の
診
断
結
果
で
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
、
新
年
度
は
ど
の
よ
う
に
臨
ま
れ
ま
す

か
。
　
　
当
面
は
現
在
の
事
業
実
施
方
法
を
継
続

し
、
引
き
続
き
委
託
料
及
び
有
価
物
売
却
方

法
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

今
後
も
市
全
域
で
資
源
分
別
収
集
を
推
進
し

て
い
く
に
は
、
町
内
会
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
と
判
断
し
、
当
面
は
奨
励
金
事
業
も
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
が
描
く
都
市
公
園
と
は
ど
の
よ
う
で

す
か
。

　
　
市
民
が
日
常
的
に
利
用
で
き
る
共
有
財

産
で
、
そ
こ
に
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
快
適

で
心
地
よ
い
空
間
で
あ
る
と
共
に
、
ま
と
ま

っ
た
緑
に
よ
っ
て
都
市
の
景
観
に
も
影
響
を

与
え
、
災
害
時
に
は
一
時
避
難
所
と
な
る
機

能
を
持
つ
場
所
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
　
西
尾
幡
豆
地
域
の
温
暖
な
気
候
に
適
し

た
柑
橘
類
を
植
栽
し
、
緑
を
増
や
す
と
共
に

果
物
の
収
穫
も
楽
し
め
る
公
園
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

　
　
収
穫
が
楽
し
め
る
公
園
は
地
元
の
協
力

が
必
要
で
維
持
管
理
面
も
含
め
、
相
談
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
扶
養
手
当
と
住
居
手
当
・
通
勤
手
当
に

つ
い
て
不
適
切
な
受
給
が
あ
っ
た
理
由
は
何

で
す
か
。

　
　
職
員
本
人
か
ら
の
届
出
に
基
づ
き
支
給

事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
届
出
が
遅

れ
た
こ
と
、
ま
た
は
、
愛
知
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
の
扶
養
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
で
支
給

要
件
に
該
当
し
な
い
事
が
後
か
ら
判
明
し
た

場
合
な
ど
に
、
そ
の
時
点
ま
で
遡
っ
て
返
還

さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
　
高
齢
者
が
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
に
お
い
て
継
続
し
た
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
、

そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
に
小
規
模
特
別
養
護
老
人

２４

ホ
ー
ム
を
１
か
所
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
を
１
か
所
、
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
を
１
か
所
整
備
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
り
「
高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
計
画
（
第
５
期
）
」
の

目
標
が
達
成
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
引

き
続
き
生
活
を
希
望
し
て
い
る
方
に
対
す
る

需
要
に
対
応
で
き
た
こ
と
で
、
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　
「
団
塊
の
世
代
」
が
　
歳
を
迎
え
る
「
２

６５

０
１
５
年
問
題
」
に
備
え
て
、
市
と
し
て
の

方
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年

度
か
ら
男
性
向
け
「
こ
ろ
ば
ん
教
室
」
を
開

催
し
、
男
性
の
参
加
者
を
増
や
す
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
、
地
域
で
活
動

す
る
仲
間
づ
く
り
や
活
動
を
始
め
る
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
！
西
尾
の

ま
ち
再
発
見
講
座
」
を
開
催
し
て
お
り
、
多

く
の
　
歳
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

６０

　
　
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」の

本
市
に
お
け
る
設
置
状
況
を
他
市
町
と
比
較

し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
西
尾
市
内
の
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
」
の
県
へ
の
登
録
件
数
は
、
平
成

　
年
２
月
時
点
で
　
件
６
４
６
戸
、
刈
谷
市

２６

２２

２
件
１
３
４
戸
、
豊
田
市
３
件
１
２
８
戸
、

安
城
市
３
件
１
６
５
戸
な
ど
近
隣
他
市
と
比

較
し
て
、
突
出
し
て
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
昨
年
　
月
に
小
型
家
電
の
回
収
が
始
ま

１１

り
、
燃
え
な
い
ご
み
用
指
定
袋
に
よ
る
搬
入

に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
か
。

　
　
開
始
以
降
今
年
１
月
ま
で
の
３
か
月
の

回
収
量
は
６
・
７
㌧
、
月
平
均
で
２
・
２
㌧
。

３
か
月
の
西
尾
地
区
に
お
け
る
不
燃
ご
み
収

集
量
２
５
８
・
８
㌧
、
月
平
均
８
６
・
３
㌧

に
比
べ
小
型
家
電
の
回
収
量
は
非
常
に
小
さ

く
、
目
立
っ
た
変
化
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
新
年
度
の
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
末
に
作
成
予
定
で
、
分
別

２６

方
法
に
大
差
の
な
い
旧
３
町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
だ
け
で
も
１
種
類
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
昨
年
８
月
の
「
公
開
事
業
診
断
」
に
お

にしお

市議会だより
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本
郷

照
代

議

　
本
郷
　
照
代
　
議
員員

西
尾
市
職
員
手
当
の
不
適
切
な

受
給
問
題
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
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かいと公園（西幡豆町かいと公園（西幡豆町））

ご
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減
量
施
策
の
そ
の
後
に
つ
い
て

永
山

英
人

議

　
永
山
　
英
人
　
議
員員

環
境
に
や
さ
し
い
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て
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にしお

市議会だより

異
な
り
ま
す
が
、
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
で

す
か
。

　
　
焼
却
炉
の
方
式
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
時
点
最
も
優
れ
た
機
種
を
選
定
し
ま
す

　
　
正
規
職
員
、
臨
時
職
員
の
出
退
勤
管
理

は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
正
規
職
員
は
所
属
長
が
把
握
、
確
認
し
、

臨
時
職
員
は
出
勤
簿
に
出
勤
の
都
度
本
人
が

記
入
後
、
所
属
長
が
確
認
し
、
月
毎
に
集
計

し
、
人
事
課
に
報
告
し
ま
す
。

　
　
機
械
化
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
費
用
対
効

果
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
ま
す
。

　
　
時
間
外
勤
務
の
認
定
状
況
は
ど
の
よ
う

で
す
か
。

　
　
事
前
に
所
属
長
に
申
し
出
て
、
時
間
外

勤
務
命
令
書
の
決
裁
を
受
け
勤
務
し
ま
す
。

　
　
当
市
の
勤
務
評
価
の
仕
組
み
と
活
用
は

ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
２
つ
の
仕
組
み
で
年
３
回
実
施
し
て
い

ま
す
。
人
材
育
成
や
昇
給
、
昇
格
や
定
年
後

の
再
任
用
職
員
判
定
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
県
の
地
震
被
害
予
測
調
査
の
公
表
後
、

本
市
の
防
災
対
策
の
計
画
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
当
市
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
、
飲

料
水
兼
用
貯
水
槽
の
設
計
、
避
難
所
看
板
の

設
置
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
当
市
の
災
害
危
険
度
判
定
調
査
内
容
は

ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
地
震
災
害
に
対
し
て
、
地
域
ご
と
の
詳

細
な
被
害
状
況
等
分
析
し
、
今
後
の
ハ
ー
ド

整
備
、
ソ
フ
ト
対
策
に
役
立
て
ま
す
。

　
　
地
震
津
波
情
報
の
屋
外
周
知
徹
底
と
し

て
、
屋
外
子
局
の
増
設
を
計
画
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
屋
外
は
地
域
住
民
の
呼
び
か
け
や
率
先

避
難
が
大
切
で
す
。
増
設
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
様
々
な
手
段
で
情
報
伝
達
に
努
め
ま
す
。

　
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
統
合
の
平
成
　
年
２５

度
の
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
西
尾
市
・
岡
崎
市
の
施
設
延
命
化
の
調

整
、
処
理
品
目
、
組
織
体
制
等
協
議
し
、
平

成
　
年
度
の
ト
ッ
プ
会
談
で
方
向
性
を
決
定

２６
し
ま
す

　
　
ご
み
処
理
方
式
が
西
尾
市
と
岡
崎
市
で

の
後
の
進
捗
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
部

局
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
全
て
の
項
目
が

完
了
ま
た
は
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
協

定
項
目
は
、
す
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
が
、
検
討
事
項
に
つ
い
て
も
、

今
後
取
り
ま
と
め
の
上
、
公
開
に
向
け
て
準

備
し
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
度
の
農
業
副
都
心
構
想
の
検

２５

討
の
概
要
と
進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
検
討
委
員
会
を
２
回
、
検
討
部
会
を
３

回
開
催
し
、
開
発
エ
リ
ア
と
施
設
概
要
（
案
）

を
承
認
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
選
択
基
準
と
、

国
・
県
へ
の
協
力
要
請
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
選
択
方
法
は
、
経
験
の
あ
る
業
者
に
整

備
計
画
案
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、
知

識
と
指
導
力
の
あ
る
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

国
・
県
に
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
参
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
　
事
業
運
営
で
の
中
心
と
な
る
運
営
主
体

の
決
定
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
運
営
主
体
の
決
定
は
大
変
重
要
で
、
合

同
会
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
各
種
考
え
ら
れ

ま
す
。
早
急
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　
調
査
対
象
職
員
の
範
囲
と
調
査
期
間
は

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
し
た
か
。

　
　
手
当
を
支
給
し
て
い
る
全
職
員
で
、
期

間
に
つ
い
て
は
職
員
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

調
査
は
、
人
事
課
を
始
め
、
市
民
病
院
、
教

育
委
員
会
、
水
道
事
業
の
各
給
与
担
当
で
、

手
当
の
本
年
度
を
含
む
過
去
５
年
間
の
返
還

状
況
を
集
約
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
今
回
の
不
適
切
な
受
給
の
根
本
原
因
は

ど
こ
に
あ
る
と
考
え
ま
す
か
。

　
　
受
給
手
当
に
対
す
る
職
員
の
認
識
の
希

薄
さ
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
回
の
不
適
切
な
受
給
は
「
故
意
で
は

な
い
」
と
し
て
厳
重
注
意
に
と
ど
め
た
市
の

見
解
は
、
ま
た
、
今
後
の
対
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
経
過
と
原
因
を
調
査
し
、

さ
ら
に
、
本
人
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

故
意
で
は
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
今
後
は

職
員
へ
の
注
意
喚
起
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
人

事
課
を
始
め
各
給
与
担
当
に
お
い
て
、
手
当

の
現
況
確
認
を
厳
格
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
合
併
協
定
項
目
の
調
整
協
議
事
項
は
、

完
了
又
は
目
途
が
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
協
定
項
目
は
　
項
目
で
す
が
、
合
併
時

５５

点
で
　
項
目
が
完
了
、
合
併
後
に
検
討
調
整

４０

す
る
と
さ
れ
た
事
項
は
　
項
目
で
し
た
。
そ

１５
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正
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正
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議
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農
業
副
都
心
構
想
に
つ
い
て
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西
尾
市
と
幡
豆
郡
３
町
合
併
の

検
証
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

ご
み
処
理
対
応
に
つ
い
て

労
務
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
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保
育
所
整
備
事
業
に
お
い
て
、
平
成
　２６

年
度
目
標
に
掲
げ
て
い
る
西
野
町
保
育
園
、

福
地
南
部
保
育
園
、
平
坂
保
育
園
の
建
て
替

え
計
画
の
進
捗
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
長
寿
命
化
の
可
能
性
を
判
断
す
る
構
造

体
の
劣
化
調
査
を
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
建
て
替
え
計
画
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
専
業
主
婦
が
保
育
に
欠
け
な
い
の
に
、

知
人
の
自
営
業
の
方
に
お
願
い
す
る
な
ど
し

て
、
虚
偽
の
勤
務
証
明
を
書
い
て
保
育
園
に

入
園
し
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
だ
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
　
入
園
時
の
就
労
先
の
証
明
審
査
、
入
園

後
の
就
労
状
況
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
虚

偽
の
申
請
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
延
長
保
育
の
充
実
や
待
機
児
童
の
ゼ
ロ

継
続
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

ま
す
か
。

　
　
西
尾
市
は
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
保
育
士
の
確
保
が
難
し

く
な
り
、
施
設
整
備
も
必
要
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
市
民
の
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」
を
望

む
声
に
対
す
る
認
識
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
「
自
分
た
ち
の
安
全
は
自
ら
守
る
」
と
い

う
基
本
的
な
考
え
方
を
、
多
く
の
市
民
に
認

識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
地
域
住
民
が
一

丸
と
な
っ
て
、
行
政
、
警
察
と
連
携
を
密
に

し
た
防
犯
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

　
　
某
企
業
の
協
力
に
よ
り
試
験
的
に
設
置

し
た
自
動
追
尾
機
能
を
搭
載
し
た
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
効
果
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
カ
メ
ラ
設
置
に
よ
り
抑
止
効
果
が
発
揮

さ
れ
、
悪
質
事
案
が
多
発
す
る
春
か
ら
夏
以

降
の
抑
止
効
果
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
費
用
に
対
す
る

補
助
制
度
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
効
果
や
他
市
の
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
　
緊
急
時
や
、
災
害
時
な
ど
困
っ
た
時
や

手
助
け
が
必
要
な
時
に
提
示
し
て
周
囲
の
配

慮
や
支
援
を
求
め
や
す
く
す
る
「
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
」
を
作
成
し
、
配
布
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
は
有
益
な
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、「
事
業
所
利
用
サ
ポ
ー
ト

　
　
市
長
は
市
民
の
「
幸
せ
感
」
を
満
た
す

た
め
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
　
満
足
度
と
安
心
感
の
追
求
に
よ
り
「
幸

せ
感
」
が
生
ま
れ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
７
次
西
尾
市
総
合
計
画
に
掲
げ
て
い
る
　３５

の
施
策
の
課
題
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
、
こ
の
こ
と
が
市
民
の
「
幸

せ
感
」
を
満
た
す
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
「
国
民
総
幸
福
量
（
Ｇ

Ｎ
Ｈ
）」
を
西
尾
市
の
状
況
に
合
わ
せ
て

「
市
民
総
幸
福
量
（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）」
に
置
き
換

え
た
指
標
を
新
た
に
設
定
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
先
進
自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
、
導
入

に
関
し
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
全
国
の
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
２
０

１
３
年
版
で
は
、
西
尾
市
が
１
２
３
位
で
し

た
。
こ
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

ま
す
か
。

　
　
全
国
７
９
０
市
中
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ

り
、
決
し
て
悲
観
す
る
順
位
で
は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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ブ
ッ
ク
」
を
平
成
　
年
４
月
か
ら
運
用
を
始

２６

め
る
た
め
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
「
緊
急
医
療
情
報
手
帳
」
は
本
当
に
必
要

と
さ
れ
る
障
害
者
の
方
、
在
宅
介
護
の
方
な

ど
対
象
を
拡
大
で
き
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　

　
　
今
後
、
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
活
用
と
合

わ
せ
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
が
実
施
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
、

障
害
者
就
労
施
設
等
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
よ
う
な
配
慮
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
各
課
が
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
障
害

者
就
労
施
設
の
参
加
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
き

ま
す
。
　

　
　
障
害
者
就
労
施
設
等
の
受
注
機
会
の
増

大
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
調
整
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
市
内
障
害
者
就
労
施
設
職
員
を
中
心
に
、

行
政
で
は
財
政
課
、
契
約
検
査
課
の
職
員
も

加
え
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
作
り
検
討
し
、

受
注
機
会
の
増
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
か
ら
本
年
度
ま
で
の
５
年
間
、

２１

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
が
行
わ

工
藤

光
雄

議

　
工
藤
　
光
雄
　
議
員員

市
民
の
幸
福
度
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

大
塚
久
美
子

議

　
大
塚
久
美
子
　
議
員員

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」の

普
及
促
進
に
つ
い
て

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

予
防
医
療
の
積
極
的
な
推
進
に
つ
い
て
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育
園
、
幼
稚
園
の
給
食
費
無
料
化
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
手
当
関
係
で
は
、
交

通
遺
児
に
対
し
て
の
就
学
援
助
費
の
支
給
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
合
併
協
議
で
廃
止
に
な
っ
た
、
出
産
祝

金
の
支
給
を
再
度
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
妊
産
婦
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

市
独
自
の
出
産
支
援
金
制
度
を
導
入
。
　

万
４６

円
か
ら
健
康
保
険
よ
り
支
給
さ
れ
る
出
産
育

児
一
時
金
等
を
差
引
い
た
額
を
交
付
。
第
３

子
以
降
は
児
童
手
当
の
増
額
や
保
育
園
の
保

育
料
無
料
化
、
幼
稚
園
の
保
育
料
補
助
な
ど

し
て
い
る
。
継
続
的
・
効
果
的
に
展
開
す
る

た
め
、
出
産
祝
金
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

　
　
子
育
て
し
や
す
い
西
尾
市
の
実
現
に
向

け
た
環
境
整
備
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
総
合
計
画
や
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
に
基
づ
き
、
様
々
な
支
援
策
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。
保
育
園
、
幼
稚
園
に
お
い
て
、
室

場
な
か
よ
し
園
の
整
備
を
始
め
、
園
庭
芝
生

化
事
業
、
空
調
設
備
設
置
事
業
等
の
保
育
環

境
の
充
実
、
延
長
保
育
、
乳
児
保
育
、
一
時

保
育
な
ど
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
や

西
小
、
荻
原
、
横
須
賀
の
児
童
ク
ラ
ブ
室
の

設
置
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
療

育
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
公
務
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
高
い
と

言
わ
れ
る
が
、
民
間
企
業
を
含
め
市
内
全
体

の
取
得
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

緩
や
か
な
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
　
当
市
に
お
け
る
合
計
特
殊
出
生
率
の
直

近
５
年
間
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
１
・
４
１
、
　

年
１
・
５
０
、

２０

２１

　
年
１
・
５
５
、
　

年
１
・
５
１
、
　

年
１

２２

２３

２４

・
５
４
と
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
少
子
化
の
原
因
分
析
が
さ
れ
、
未
婚
化
、

晩
婚
化
、
晩
産
化
の
進
展
で
、
夫
婦
の
子
ど

も
数
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
市

で
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
初
産
の
平
均
年
齢
は
　
・
７
歳
で
、
全

２８

国
の
　
・
１
歳
よ
り
も
若
い
こ
と
か
ら
、
晩

３０

産
化
の
傾
向
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
夫
婦
の
子

ど
も
数
は
１
・
５
４
で
国
の
１
・
４
１
よ
り

も
高
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
　
市
民
病
院
で
の
、
安
全
、
安
心
、
快
適

な
出
産
が
出
来
る
医
療
体
制
を
今
後
ど
の
よ

う
に
整
え
ま
す
か
。

　
　
現
在
常
勤
の
産
婦
人
科
医
師
が
１
名
、

助
産
師
が
５
名
。
分
娩
の
中
止
は
皆
様
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
分
娩
を

再
開
す
る
に
は
産
婦
人
科
医
師
の
確
保
が
不

可
欠
で
、
安
全
な
分
娩
に
向
け
て
、
緊
急
時

の
対
応
を
考
慮
す
る
と
３
名
の
常
勤
医
師
が

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
引
き
続
き
県
や
大

学
当
局
に
交
渉
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
家
庭

に
対
し
て
経
済
支
援
を
実
施
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を
中
学
３
年

生
ま
で
拡
大
し
て
お
り
、
　

年
度
か
ら
、
保

２６

接
種
が
始
ま
り
ま
す
が
、
市
民
の
自
己
負
担

額
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
定
期

接
種
の
対
象
と
な
ら
な
い
希
望
者
の
た
め
に
、

現
在
の
助
成
制
度
を
継
続
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
予
防
接
種
法
の
分
類
で
同
様
な
予
防
接

種
に
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
実
施
し
て

お
り
、
自
己
負
担
金
を
負
担
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
額
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
現
時
点
で
は
、
現
在
の
助
成

制
度
を
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
合
併
後
３
年
間
の
人
口
の
推
移
と
、
増

減
の
要
因
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
４
月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
登
録
で
平

成
　
年
度
は
　
万
９
千
１
６
３
人
、
　

年
度

２３

１６

２４

　
万
９
千
５
７
３
人
で
対
前
年
度
比
０
・
２

１６％
増
、
　

年
度
　
万
９
千
７
６
９
人
で
対
前

２５

１６

年
度
比
０
・
１
％
増
。
人
口
の
自
然
減
が
あ

っ
た
も
の
の
、
転
入
が
転
出
を
上
回
り
、
人

口
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
　
平
成
　
年
度
全
国
出
生
数
は
過
去
最
少

２５

で
、
当
市
に
お
け
る
出
生
数
と
男
女
別
は
ど

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
は
１
千
５
３
４
人
に
対
し
、

２３

　
年
は
１
千
５
３
０
人
で
対
前
年
比
０
・
３

２４％
の
減
、
　

年
は
１
千
５
０
９
人
で
１
・
４

２５

％
の
減
。
本
市
は
、
全
国
の
傾
向
と
同
様
に

れ
ま
し
た
が
、
未
受
診
者
へ
の
勧
奨
は
行
い

ま
し
た
か
。

　
　
未
受
診
者
へ
の
勧
奨
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
　
受
診
対
象
者
に
電
話
等
で
個
別
に
受
診

勧
奨
を
し
、
未
受
診
者
に
は
再
度
受
診
勧
奨

を
す
る
「
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
制
度
」
と
無

料
ク
ー
ポ
ン
と
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
国
に
お
け
る
「
平
成
　
年
度
働
く
世
代

２５

の
女
性
支
援
の
た
め
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」

の
実
施
に
伴
い
、
本
市
に
お
い
て
も
未
受
診

者
に
「
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
制
度
」
に
よ
る

受
診
案
内
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
個
別
通
知

の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
本
年
　
月
か
ら
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

１０

た
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防

議
会
テ
レ
ビ
中
継
の
お
知
ら
せ
（
予
定
）

放
送
日

６
月
６
日
（
金
）（
６
月
５
日
　
一
般
質
問
）

６
月
　
日
（
火
）（
６
月
６
日
　
一
般
質
問
）

１０

６
月
　
日
（
木
）（
６
月
９
日
　
一
般
質
問
）

１２

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ「
キ
ャ
ッ
チ
」

　
デ
ジ
タ
ル
　
１
０
６
Ｃ
Ｈ
で
放
映

【
放
送
開
始
時
間
】

い
ず
れ
も
　
時
か
ら
で
す
。

１８

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
を
見
て
み
よ
う

　
西
尾
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

颯
田

栄
作

議

　
颯
田
　
栄
作
　
議
員員

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
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多
く
の
市
民
や
西
三
河
漁
協
や
町
内
会

や
各
種
団
体
の
方
か
ら
民
間
に
よ
る
新
た
な

大
型
産
廃
処
分
場
に
反
対
す
る
声
は
大
き
い
。

市
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
ま
す
か
。

　
　
一
色
地
区
の
町
内
会
長
会
議
な
ど
で
説

明
し
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
が

強
い
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
住
民
の
思
い
は
当
然
尊
重

し
て
い
き
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
、
新
産
廃
処

分
場
建
設
は
、
跡
地
問
題
解
決
の
一
つ
の
手

法
で
あ
り
賛
否
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
市
民
の
建
設
反
対
の
声
を
受
け
、
市
長

が
ハ
ッ
キ
リ
反
対
だ
と
明
言
し
、
そ
の
上
で

別
の
方
法
に
よ
る
跡
地
問
題
解
決
に
全
力
を

尽
く
し
て
ほ
し
い
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
　
市
民
の
気
持
ち
は
十
二
分
に
分
か
っ
て

い
ま
す
。
跡
地
問
題
協
議
会
で
も
検
討
を
重

ね
て
い
ま
す
が
、
最
良
の
方
法
を
見
つ
け
出

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
県
は
地
震
・
津
波
の
被
害
想
定
を
６
月

に
発
表
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
西
尾
市
独

自
の
想
定
と
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

　
　
液
状
化
や
堤
防
の
崩
壊
や
沈
下
も
想
定

し
た
市
独
自
の
対
策
を
考
え
る
こ
と
は
重
要

と
思
い
ま
す
。

　
　
想
定
と
対
策
を
講
じ
る
に
あ
た
り
、
沿

岸
部
地
域
の
意
見
を
聞
き
確
定
す
べ
き
と
思
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調
整
区
域
内
の
排
水
路
は
、
所
有
す
る

団
体
で
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
自

分
た
ち
の
環
境
は
自
分
た
ち
で
守
る
互
助
、

共
助
か
ら
、
泥
上
げ
や
草
刈
り
の
管
理
を
町

内
会
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
安
易
な
前
年
踏
襲
の
予
算
と
な
ら
な
い

よ
う
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
予
算
編
成
方
針
編
、
編
成
の
プ
ロ
セ
ス

を
見
直
す
こ
と
で
、
新
た
な
事
業
へ
の
転
換

を
促
進
し
要
求
す
る
側
の
職
員
の
意
識
改
革

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
使
っ
た
予
算
の
事
業
成
果
は
誰
が
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
所
定
の
書
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
各
部
課

が
検
証
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
予
算
編
成
時
に
問
題
点
、
課
題
等
及
び
事

業
効
果
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
る
よ
う
に
し
、

内
容
が
公
開
で
き
る
仕
組
み
と
な
る
よ
う
に
、

行
政
評
価
制
度
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
時
間

を
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
持
ち
込
む
人
の

た
め
に
、　

時
ま
で
延
長
し
ま
せ
ん
か
。

１８

　
　
職
員
配
置
の
工
夫
に
よ
り
、
受
け
入
れ

時
間
を
延
長
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
費
用

対
効
果
を
考
え
る
と
現
状
が
適
切
で
す
。

　
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
単
位

を
１
０
０
キ
ロ
㌘
単
位
か
ら
、
　
キ
ロ
㌘
単

１０

位
に
し
て
、
量
に
応
じ
た
適
正
な
料
金
に
し

ま
せ
ん
か
。

　
　
現
状
は
規
定
に
基
づ
き
適
正
に
徴
収
し

て
い
ま
す
。
平
成
　
年
　
月
の
消
費
税
の
引

２７

１０

き
上
げ
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
愛
知
県
が
許
可
し
た
業
者
の
不
始
末
に

よ
り
、
水
処
理
が
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
産

廃
跡
地
（
一
色
地
区
）
の
解
決
の
た
め
、
県

に
ど
の
よ
う
に
要
求
し
て
き
ま
し
た
か
。

　
　
止
水
矢
板
の
設
置
や
第
３
セ
ク
タ
ー
に

よ
る
産
廃
処
分
場
建
設
の
検
討
な
ど
を
要
求

し
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
前
向
き
な
回
答

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
担
当
者
ま
か
せ
に
せ
ず
、
市
長
が
直
談

判
で
直
接
、
知
事
に
要
求
し
な
い
の
で
す
か
。

　
　
直
談
判
も
一
つ
の
方
法
と
思
う
が
、
仕

事
を
確
実
に
進
め
て
い
く
に
は
担
当
部
署
が

協
力
し
て
進
め
る
こ
と
が
大
事
と
思
い
ま
す
。

　
　
全
体
の
取
得
率
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

一
部
の
企
業
で
は
、
男
性
に
働
き
か
け
て
い

る
所
も
あ
り
、
全
国
の
育
児
休
業
取
得
率
は
、

女
性
　
・
６
％
、
男
性
１
・
８
９
％
で
す
。

８３

　
　
西
尾
市
が
所
有
す
る
膨
大
な
量
の
公
共

施
設
を
更
新
す
る
場
合
、
ど
の
程
度
費
用
が

か
か
る
か
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
一
部
の
社
会
資
本
は
長
期
計
画
で
更
新

費
用
を
算
定
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
資
本
全

体
の
更
新
費
用
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
　

　
　
高
度
経
済
成
長
期
に
そ
の
多
く
が
建
設

さ
れ
、
更
新
時
期
が
近
付
い
て
い
る
公
共
施

設
を
維
持
す
る
た
め
の
財
政
負
担
の
軽
減
、

平
準
化
に
国
も
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
国
の
財
政
支
援
も
得

ら
れ
る
こ
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
長
期
計
画

を
策
定
し
、
コ
ス
ト
を
平
準
化
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
国
の
示
す
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
指
針
が
正
式
に
示
さ
れ
た
後
に
、
よ
く
分

析
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
田
ん
ぼ
の
中
の
水
路
に
つ
い
て
も
そ
の

他
の
市
所
有
の
水
路
と
同
様
に
長
期
計
画
に

入
れ
て
管
理
し
ま
せ
ん
か
。

山
田

高
生

議

　
山
田
　
高
生
　
議
員員

市
内
に
お
け
る
社
会
資
本
の

長
期
管
理
計
画
に
つ
い
て

西
尾
市
の
将
来
を
決
め
る
効
果
的
な

予
算
の
編
成
に
つ
い
て

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

前
田

修

議

　
前
田
　
　
修
　
議
員員

津
波
・
防
災
対
策
に
つ
い
て
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産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
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ン
付
き
の
救
助
艇
を
２
台
、
各
分
署
に
エ
ン

ジ
ン
付
き
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
１
台
、
各
出
張
所

に
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
１
台
配
備
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
な
ど

の
発
生
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
資
機
材
を
有
効

に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
水
上
バ
イ

ク
隊
の
創
設
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
機

動
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
活
用
方

法
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
消
防
団
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
が
申

込
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。
新
た
に
加
入

さ
れ
た
女
性
消
防
団
員
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
分
野
で
活
動
し
ま
す
か
。

　
　
現
在
、
旧
西
尾
市
か
ら
女
性
１
名
を
含

む
３
名
の
入
団
希
望
が
あ
り
、
女
性
消
防
団

員
は
、
基
本
的
に
は
、
男
性
と
同
じ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
女
性
の
特
性
を

活
か
し
た
分
野
の
活
動
も
考
え
て
い
ま
す
。

　　
　
火
災
予
防
の
広
報
・
自
主
防
災
組
織
な

ど
へ
の
指
導
・
啓
発
活
動
等
の
活
動
と
し
て
、

女
性
の
み
で
組
織
す
る
機
能
別
分
団
・
女
性

消
防
団
の
新
設
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
機
能
別
団
員
・
分
団
な
ど
の
制
度
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
市
で
は
本
来
、
全
て
の
申
し
込
み
を
判

定
値
１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
で
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現

実
的
に
は
改
修
工
事
費
の
自
己
負
担
が
大
き

く
、
簡
易
改
修
、
小
規
模
改
修
に
と
ど
ま
る

方
が
み
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は

本
年
度
か
ら
補
助
を
始
め
ま
し
た
段
階
的
改

修
補
助
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
耐
震
ベ
ッ
ド

な
ど
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
一
層
の
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
改
正
災
害
対
策
基
本
法
が
本
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
、
自
治
体
と
し
て
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
今
後
は
、
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
事

項
に
関
し
て
福
祉
部
と
の
協
議
を
重
ね
、
本

年
　
月
に
地
域
防
災
計
画
の
修
正
を
行
う
予

１０
定
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
行
の
名
簿
を

避
難
支
援
等
関
係
者
へ
提
供
で
き
る
よ
う
、

同
意
の
再
確
認
を
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

発
生
時
に
円
滑
な
名
簿
提
供
が
行
え
る
よ
う
、

対
象
と
な
る
避
難
行
動
要
支
援
対
象
者
の
把

握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
消
防
機
関
や
地

域
の
支
援
者
等
と
の
情
報
共
有
に
よ
っ
て
、

実
効
性
の
あ
る
避
難
支
援
が
さ
れ
る
よ
う
地

域
と
の
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
津
波
や
台
風
・
大
雨
な
ど
の
水
害
発
生

時
に
対
応
す
る
た
め
、
水
上
バ
イ
ク
隊
の
創

設
を
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
現
在
、
本
署
に
水
難
救
助
時
に
活
動
す

る
３
人
乗
り
の
水
上
バ
イ
ク
１
台
、
エ
ン
ジ

も
給
食
セ
ン
タ
ー
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。
　
　
セ
ン
タ
ー
方
式
へ
の
移
行
を
決
定
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
公
共
施

設
再
配
置
計
画
の
中
で
、
総
量
圧
縮
と
い
う

観
点
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
木
造
住
宅
等
の
耐
震
改
修
等
の
申
し
込

み
件
数
を
増
や
す
方
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
耐
震
改
修
促
進
の
た
め
の
啓
発
な
ど
は
、

毎
年
、
い
ろ
い
ろ
な
手
法
を
検
討
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
改
修
工
事
費
の
自

己
負
担
が
大
き
く
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
の

が
現
実
で
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
来

年
度
は
補
助
限
度
額
　
万
円
に
　
万
円
を
上

９０

３０

乗
せ
し
て
１
２
０
万
円
の
補
助
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
啓
発
な
ど
の
手
法
と
し
て
、

六
万
石
く
る
り
ん
バ
ス
や
名
鉄
の
ふ
れ
ん
ど

バ
ス
へ
の
広
告
設
置
、
佐
久
島
や
米
津
の
自

主
防
災
会
と
の
共
働
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の

耐
震
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
、
岡
崎
市
・
西
尾
市
・

幸
田
町
共
同
開
催
の
耐
震
改
修
無
料
相
談
会

や
市
の
防
災
カ
レ
ッ
ジ
で
の
勉
強
会
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
簡
易
改
修
及
び
小
規
模
改
修
の
申
し
込

み
件
数
を
増
や
す
方
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

　
　
沿
岸
部
津
波
対
策
協
議
会
で
意
見
を
聞

き
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
一
色
支
所
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
解

体
と
機
能
移
転
が
発
表
さ
れ
、
不
満
の
声
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
３
月
末
に
は
計
画
を
決

定
し
、
そ
の
後
に
地
域
で
説
明
会
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
関
係
市
民
の
意
見
を
聞
い

て
か
ら
計
画
を
決
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
や
Ｅ
モ
ニ
タ
ー
、

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
か
ら
説
明
会
を
開
催
し
意
見
を
伺
う

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
旧
３
町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
廃

合
で
大
規
模
化
し
た
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
建

設
か
ら
運
営
ま
で
民
間
に
丸
投
げ
し
た
り
す

る
こ
と
も
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
安

上
が
り
ば
か
り
を
追
及
す
べ
き
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
。

　
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
全
国
に
も
事
例
が
あ
り
、

な
じ
ま
な
い
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
大
規

模
化
は
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

一
概
に
不
適
切
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
「
当
面
は
、
旧
３
町
と
旧
西
尾
市
の
学
校

給
食
を
別
々
の
方
式
で
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
当
面
」
と
い
う
事
は
、
や
が
て
旧
西
尾
市

公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

大
河
内
博
之

議

　
大
河
内
博
之
　
議
員員

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

神
谷

雅
章

議

　
神
谷
　
雅
章
　
議
員員
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３月定例会で可決された議案

☆　人権擁護委員に、小林紀美子氏及び鳥居善克氏の２人を推薦することに同意しました。

☆　副市長に、小島統市氏を選任することに同意しました。

　西尾市総合運動場整備基金を設置するため、新た
に条例を制定するものです。

★西尾市総合運動場整備基金に関する条例の制定につ

　いて

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推
進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成
２５年法律第４４号）が公布されたことに伴い、新た
に条例を制定するものです。

★西尾市消防長及び消防署長の資格を定める条例の制
　定について

　職員を派遣できる団体の名称変更のため、改正す
るものです。

★公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部
　を改正する条例の制定について

　社会情勢に即するよう措置する必要が生じたため、
改正するものです。

★西尾市職員の給与に関する条例の一部を改正する条
　例の制定について

　地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部
を改正する政令（平成２６年政令第１７号）が公布さ
れたことに伴い、改正するものです。

★西尾市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
　の制定について

　延滞金の割合を引き下げるため、改正するもので
す。

★西尾市税外収入に係る延滞金に関する条例の一部を
　改正する条例の制定について

　西尾市農業委員会の選挙による委員の定数等を変
更するため、改正するものです。

★西尾市農業委員会の選挙による委員の定数及び選挙
　区に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　地域社会における共生の実現に向けて新たな障害
保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関す
る法律（平成２４年法律第５１号）が公布されたこと
に伴い、改正するものです。

★西尾市障害者総合支援条例及び西尾市特別職の職員
　で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
　一部を改正する条例の制定について

た
組
織
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
駅
周
辺
を
都
市
拠
点
と
し
て
環
境
整
備

す
る
上
で
駅
周
辺
の
市
有
地
利
用
・
市
内
商

店
街
の
活
性
化
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
、
駅
西
広
場
等
の
有
効
利

２６

用
の
検
討
・
計
画
の
策
定
を
進
め
、
商
店
街

活
性
化
の
た
め
の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

　
　
公
共
施
設
再
配
置
で
公
共
施
設
を
１
か

所
に
統
合
配
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
指
摘
の
考
え
方
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

行
政
で
は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
発
想
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
国
宝
の
金
蓮
寺
弥
陀
堂
や
県
・
市
指
定

の
文
化
財
な
ど
の
施
設
や
周
辺
を
整
備
・
管

理
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
所
有
者
や
管
理
団
体
の
意
見
を
聞
き
、

今
後
、
担
当
課
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
鳥
羽
の
火
祭
り
な
ど
の
伝
統
文
化
行
事

・
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
関
係
課
と
調
整
し
様
々
な
角
度
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
地
元
企
業
に
働
き
か
け
消
防
団
に
協
力

い
た
だ
け
る
企
業
に
対
し
「
消
防
団
協
力
事

業
所
」
と
し
て
認
定
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
今
後
視
野
に
い
れ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
災
害
時
に
消
防
団
員
と
協
力
し
て
、
消

防
活
動
に
参
加
で
き
る
Ｏ
Ｂ
団
員
に
よ
る
機

能
別
消
防
団
員
制
度
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
機
能
別
消
防
団
員
制
度
の
導
入
は
、
検

討
時
期
が
来
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
建
物
火
災
の
際
、
類
焼
・
延
焼
予
防
を

市
民
に
警
告
す
る
意
味
か
ら
も
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
サ
イ
レ
ン
と
放
送
と
の
相
違
は
あ
り
ま

す
が
、
市
民
へ
の
周
知
は
防
災
行
政
無
線
で

可
能
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　　
　
消
防
団
支
援
法
が
昨
年
　
月
に
施
行
さ

１２

れ
、
消
防
団
の
装
備
・
訓
練
の
充
実
強
化
・

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
ま
す
か
。

「
消
防
団
活
性
化
計
画
」
の
策
定
を
検
討
し

ま
せ
ん
か
。

　
　
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
活
性
化
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
合
併
前
の
各
消
防
団
の
活
動
を
精
査
し

自
主
性
を
持
た
せ
団
員
の
士
気
の
高
揚
を
図

り
ま
せ
ん
か
。

　
　
い
つ
の
時
代
も
団
長
や
分
団
長
の
考
え

が
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
主
性
を
持
っ

　
万
市
民
の
都
市「
西
尾
市
」

17の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 



にしお

市議会だより

■３月定例会に出された請願書

採択
（紹介議員）
神谷庄二

西尾市小焼野町南川３８番地
伊藤勝彦

★西尾市議会議場に国旗・市旗を掲揚することにつ
いての請願書

２７ 平平成成２２６６年年５５月月１１６６日日号号広報

■ホームページ（http：//www.city.nishio.aichi.jp/）で、本会議、委員会の会議録（質問者、回答者のすべての内容）

　が閲覧できます。

室

集

編

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

◎
　
稲
垣
　
正
明
　
○
　
前
田
　
　
修

　
　
中
村
　
　
健
　
　
　
松
崎
　
隆
治

　
　
山
田
　
高
生
　
　
　
大
塚
久
美
子

　
　
本
郷
　
照
代
　
　
　
永
山
　
英
人

西
尾
市
議
会
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
電
　
話
　
　
―
２
１
８
２

65

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
―
０
３
１
１

54

　
市
議
会
議
員
と
な
っ
て
、
初
め
て
の
議

会
に
市
政
を
担
う
重
責
を
感
じ
、
必
死
で

努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
と
し
て
も
、

ど
ん
な
紙
面
に
し
た
ら
、
も
っ
と
議
会
を

知
っ
て
も
ら
え
る
か
、
こ
の
一
年
、
意
見

を
交
わ
し
て
き
ま
し
た
。
見
や
す
い
、
興

味
を
引
く
紙
面
の
第
一
歩
と
し
て
、
最
初

の
ペ
ー
ジ
に
、
定
例
議
会
の
写
真
を
載
せ

て
み
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
だ
ま
だ
、
改
革
に
は
時
間
が
か
か
り

志
半
ば
で
編
集
委
員
の
任
期
を
迎
え
た
こ

と
が
心
残
り
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
代
わ

っ
て
も
、
市
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
く
姿

勢
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
紙
面

を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
編
集
委
員
会
で
心
を
ひ
と
つ

に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■４月臨時会で可決された議案

　地方税法の一部を改正する法律が公布されたこと等に伴
い、改正するものです。

★西尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について

　資源物の持ち去り行為に対する罰則等の規定を設
けるため、改正するものです。

★西尾市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一
　部を改正する条例の制定について

　道路法施行令及び道路整備特別措置法施行令の一
部を改正する政令（平成２４年政令第２９４号）が施行
されたことに伴い、改正するものです。

★西尾市道路占用料条例の一部を改正する条例の制定
　について

　西尾市営治明住宅等の用途廃止をするため、改正
するものです。

★西尾市市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部
　を改正する条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推
進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成
２５年法律第４４号）が公布されたことに伴い、改正
するものです。

★西尾市社会教育委員設置条例及び西尾市青少年問題
　協議会条例の一部を改正する条例の制定について

　消防法施行令の一部を改正する政令（平成２５年政
令第８８号）が公布されたことに伴い、改正するもの
です。

★西尾市火災予防条例の一部を改正する条例の制定に
　ついて

　大規模災害からの復興に関する法律（平成２５年法
律第５５号）が施行されたことに伴い、改正するもの
です。

★災害応急対策又は災害復旧のため派遣された職員に
　対する災害派遣手当に関する条例の一部を改正する
　条例の制定について

　ほ場整備事業により市道として存置する必要が無
くなったため廃止するものです。（道路法第１０条第
３項)

★市道路線の廃止について

　一般会計補正予算（第５号）・公共下水道事業特別
会計補正予算（第３号・第４号）・農業集落排水事業
特別会計補正予算（第３号）・介護保険特別会計補正
予算（第３号）・後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）・病院事業会計補正予算（第２号）・水道
事業会計補正予算（第３号）

★平成２５年度３月補正予算

　一般会計予算・国民健康保険特別会計予算・公共
下水道事業特別会計予算・農業集落排水事業特別会
計予算・介護保険特別会計予算・後期高齢者医療特
別会計予算・佐久島診療所事業特別会計予算・病院
事業会計予算・水道事業会計予算・渡船事業会計予
算

★平成２６年度当初予算



■対 対象　■日 日時
■受 受付時間　■内 内容
■持 持ち物　■注 注意
■申 申込方法　■そ そのほか

平成２６年５月１６日号 広報 ２８

　
　
全
身
麻
酔
で
手
術
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
手
術
中
に

目
が
覚
め
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？麻

酔
科
部
長
　
田
中
克
拓

全
身
麻
酔

で
眠
る
こ

と
は
、
一
般
的
な

睡
眠
や
、
睡
眠
薬

で
眠
る
の
と
は
違
い
ま
す
。
麻
酔
薬
の

作
用
な
ど
で
、
強
制
的
に
動
け
な
い
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
に
し
ま
す
。

　
全
身
麻
酔
の
効
き
方
は
、
個
人
や
手

術
内
容
に
よ
り
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、

麻
酔
医
が
心
電
図
や
血
圧
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
モ
ニ
タ
ー
を
駆
使
し
、
麻
酔
薬

の
投
与
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
当

院
で
は
、
脳
波
か
ら
眠
り
の
深
さ
を
測

定
し
、
手
術
中
に
目
が
覚
め
な
い
よ
う

に
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
麻
酔
薬

の
投
与
を
中
止
す
れ
ば
目
を
覚
ま
す
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
安
全
に
目
覚
め
る

た
め
に
は
、
眠
っ
て
い
る
間
の
人
工
呼

吸
や
、
体
温
管
理
な
ど
の
生
命
維
持
管

理
が
必
要
で
す
。

　
患
者
さ
ん
が
、
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と

な
く
目
覚
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
師
や

看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど
の
手
術

室
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
て
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
手
術
室
ス

タ
ッ
フ
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

問合先　市民病院（緯５６・３１７１）　

一 色 ・ 吉 良 ・ 幡 豆 地 区

吉良保健センター

西　尾　地　区

西尾市保健センター
地　区　名　・　場　所

■対 ２６年２月１日～１４日生…■日 ６月１８日昌
■対 ２６年２月１５日～２８日生…■日 ６月２５日昌
■受 午後１時～１時１０分　　　　　　　　

■対 ２６年２月１日～８日生…■日 ６月６日晶
■対 ２６年２月９日～１８日生…■日 ６月１３日晶
■対 ２６年２月１９日～２８日生…■日 ６月２０日晶
■受 第１子…午後１時～１時２０分
　第２子以降…午後０時５０分～１時１０分

４か月児健康診４か月児健康診査査

■内 診察、測定、問診、離乳食教室（前期）など

■持 母子健康手帳、問診票、バスタオル１枚

■対 ２５年６月１日～１２日生…■日 ６月５日昭
■対 ２５年６月１３日～３０日生…■日 ６月１９日昭
■受 午後１時～１時１０分　　　　　　　　

■対 ２５年６月１日～１３日生…■日 ６月１２日昭
■対 ２５年６月１４日～３０日生…■日 ６月２６日昭
■受 午後１時～２時

１歳児育児相１歳児育児相談談

■内 育児・歯科相談、測定、集団指導など
■持 母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

■対 ２４年１０月１日～１５日生…■日 ６月３日昇
■対 ２４年１０月１６日～３１日生…■日 ６月１０日昇
■受 午後１時～２時

■対 ２４年１０月１日～１２日生…■日 ６月４日昌
■対 ２４年１０月１３日～１９日生…■日 ６月１１日昌
■対 ２４年１０月２０日～３１日生…■日 ６月１８日昌
■受 午後１時～２時

１歳６か月１歳６か月児児健康診査健康診査

■内 診察、歯科診察、測定、問診、歯科相談、フッ
素塗布など

■持 母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

■対 ２４年４月生………………■日 ６月１６日捷
■受 午後１時～２時

■対 ２４年４月１日～１６日生…■日 ６月９日捷
■対 ２４年４月１７日～３０日生…■日 ６月２３日捷
■受 午後１時～２時

２歳児歯２歳児歯科科健康診査健康診査

■内 歯科診察、測定、育児相談、歯科相談、フッ素
塗布など

■持 母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

■対 ２３年１０月生………………■日 ６月４日昌
■受 午後１時～２時

■対 ２３年１０月生………………■日 ６月２７日晶
■受 午後１時～２時

２歳６か月児歯２歳６か月児歯科科健康診査健康診査

■内 歯科診察、歯科相談、フッ素塗布など
■持 母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

■対 ２３年２月生
■日 ６月１３日晶・２０日晶
■受 午後０時５０分～１時３０分

■対 ２３年２月生
■日 ６月３日昇・１０日昇・１７日昇
■受 午後０時５０分～１時４０分

３歳３歳児児健康診健康診査査

■内 診察、歯科診察、測定、集団遊び、問診、検尿、
栄養相談、歯科相談、フッ素塗布など

■持 母子健康手帳、問診票、目と耳のアンケート、
歯ブラシ

■そ 妊婦健診、子宮頸がん検診、妊婦歯科健診、産婦健診、乳児健診…母子健康手帳交付時に受診票を交付しています。
転入などで受診票をお持ちでない方は、各保健センターへお問い合わせください。

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
●都合により受けられない場合は、１週間前までに連絡してください。
●事前に配布した問診票は記入してきてください。お持ちでない方は連絡してください。
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６
◆地区の割り振り
西尾地区…一色・吉良・幡豆地区以外にお住まいの方
一色地区…一色町にお住まいの方
吉良地区…吉良町にお住まいの方

幡豆地区…東幡豆町、西幡豆町、鳥羽町、寺部町にお住まいの方

■注 はしか、水ぼうそう、とびひ、水いぼなどの感染症や発熱中のお子
さんは、ほかのお子さんに感染する恐れがありますので、健診など
を受けることができません。

▲

午前の事業…午前８時の時点で発令中の場合は中止▲

午後の事業…午前１１時の時点で発令中の場合は中止
※代替日などはお問い合わせください。

暴風警報や東海地震予知情暴風警報や東海地震予知情報報（警戒宣言）（警戒宣言）が発令中の場合が発令中の場合

幡豆地区

幡豆 い き い き セ ン タ ー

吉良地区

吉良保健センター

一色地区

一色健康センター

西尾地区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 １歳未満のお
　子さん
■日 ６月２５日昌
■受 午前９時３０分
～１１時

■対 １歳未満のお
　子さん
■日 ６月１８日昌
■受 午前９時３０分
～１１時

■対 １歳未満のお
　子さん
■日 ６月１１日昌
■受 午前９時３０分
～１１時

■対 生後４か月までのお子さん
■日 ６月１０日昇・２７日晶
■受 午前９時３０分～１１時

おめでとう相おめでとう相談談

■内 母乳・育児相談、測定など
■持 母子健康手帳、バスタオル

■日 ６月１３日晶
■受 午前９時３０分
～１１時

■日 ６月２日捷
■受 午後１時３０分
～２時３０分

■日 ６月２７日晶
■受 午前９時３０分
～１１時

■日 ６月１６日捷
■受 午後１時３０分～２時３０分
※医師による健康相談は午後２時から。

健康相健康相談談

▼育児相談…■内 乳幼児の発達や育児の悩み
など、■持 母子健康手帳

▼一般相談…■内 健康や栄養など相談全般

■日 月～金曜日（祝日を除く）　　　　　
■受 午前８時３０分～正午、午後４時～５時
※場所…吉良保健センター　　　　　　

■日 月～金曜日（祝日を除く）
■受 午前８時３０分～正午、午後４時～５時

保健相保健相談談
■内 健康に関することの相談全般

■日 月～金曜日（祝日を除く）　　　 　　
■受 午前８時３０分～１１時３０分　  　　　 　
都合の悪い方はご相談ください。   
※場所…吉良保健センター　　　　　 　

■日 月～金曜日（祝日を除く）
■受 午前８時３０分～１１時３０分
　都合の悪い方はご相談ください。

母子健康手帳交付と妊婦相母子健康手帳交付と妊婦相談談
■内 母子健康手帳の交付と妊娠中の相談全般
■持 妊娠届出書

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
●事前申し込みは不要です。

一色・吉良・幡豆地区

吉良保健センター

西 尾 地 区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 妊婦　　　　　　　　　　　　　　
■日 ６月２７日晶　　　　　　　　　　　
■受 午前９時４０分～９時５５分　　　　　
■内 講話③「産後の話」　　　　　　　
※場所…西尾市保健センター　　　　

マタニティクラマタニティクラスス
■内 ミニ講話、妊婦同士の交流など
■持 母子健康手帳
■申 開催日の前日までに電話で西尾市保健セ
　ンターへ。

■対 ２５年１１月生まれの方の保護者
■日 ６月１９日昭
■受 午前９時３０分～９時５０分

■対 ２５年１１月１日～１５日生まれの方の保護者
…………………………………■日 ６月４日昌
■対 ２５年１１月１６日～３０日生まれの方の保護者
…………………………………■日 ６月１８日昌
■受 午前９時３０分～９時５０分

離乳食教離乳食教室室（後期）（後期）

■内 離乳食についての話など
■申 ４か月児健診時または電話で各問合先へ。

■対 双子の親子または多胎妊娠中の妊婦
■日 ６月１７日昇　　　　　　　　　　　
■受 午前９時４５分～１０時　　　　　　　

　　　　　■そ 偶数月は西尾市保健センター、奇数　　　　　
　　月は吉良保健センターで行います。　
※場所…西尾市保健センター　　　　　

さくらんぼクラさくらんぼクラブブ

■内 育児相談、母親同士の交流など
■申 申し込み不要

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
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■対 対象　■注 注意
■そ そのほか

そ の 他 ・ 注 意対　　　　象予 防 接 種 名

■そ 対象者には３歳の誕生月の翌月（２２年４月２日～２３年４月１日
生まれの方には４月下旬）に予診票兼接種依頼書を郵送します。
年長児相当～７歳半未満の方で、接種を終えていない方は、電
話で各保健センターへ申し込んでください。
■注 今年度発行した予診票兼接種依頼書以外は使えません。

●１期初回
■対 ３歳～７歳半未満の方

日本脳日本脳炎炎

■そ 対象者には初回２回接種完了のおおむね１年後に、予診票兼接
種依頼書を郵送します。年長児相当～７歳半未満の方で、接種
を終えていない方は、電話で各保健センターへ申し込んでくだ
さい。２５年度に１期初回接種を受けていて、１期接種が完了し
ていない方は、予診票兼接種依頼書を郵送しますので、申し込
みは不要です。
■注 今年度発行した予診票兼接種依頼書以外は使えません。

●１期追加
■対 １期初回２回目接種終了後
おおむね１年を経過した７
歳半未満の方

■そ 希望者には申し込み手続き後、予診票兼接種依頼書を郵送しま
す。２７年２月２７日晶までに、母子健康手帳を用意の上（日本脳
炎の接種歴を確認します）、電話で各保健センターへ申し込んで
ください。２５年度に１期初回接種を受けていて、１期接種が完
了していない方は、順次予診票兼接種依頼書を郵送しますので、
申し込みは不要です。

●１期未完了者
■対 特例対象者（７年４月２日
～１９年４月１日生まれ）の
うち１期３回接種を終えて
いない方

■そ 希望者には申し込み手続き後、予診票兼接種依頼書を郵送しま
す。２７年２月２７日晶までに、母子健康手帳を用意の上（日本脳
炎の接種歴を確認します）、電話で各保健センターへ申し込んで
ください。

●２期
■対 特例対象者（７年４月２日
～１９年４月１日生まれ）の
うち９歳以上で１期３回接
種を終えている方

■そ 対象者には４月に予診票兼接種依頼書を郵送しました。
●２期
■対 １４年４月２日～１５年４月１
日生まれの方（小学６年生）

ジフテリア破傷ジフテリア破傷風風
（（DT２期DT２期））

■そ 予診票兼接種依頼書をお持ちでない方で接種を希望する方は、
お問い合わせください。
■注 現在、国の勧告に基づき、ワクチンの接種を積極的にはお勧め
していません。接種にあたっては、有効性とリスクをご理解の
上、受けてください。

■対 中学１年生～高校１年生相
当の女子

子宮頸がん予子宮頸がん予防防
Vacina contra o câncer
cervical ou do colo do útero
(HPV papilomavírus humano)

日　　時　　な　　ど対　象内　　  容

▼中央児童館（緯５７・５６６１）
５日昭…ベビーマッサージ
午前１１時～１１時３０分

０歳

ちびっこ集まれ
１２日昭…積み木あそび
１９日昭…親子リズム
２６日昭…笹飾り作り
午前１１時～１１時３０分

０～３歳

１４日松午前１０時～１５日掌午後３時どなたでもカブト虫展

２１日松　午後２時～２時３０分小学生ドミノで遊ぼう

毎週木曜日　午後２時～４時３０分小学生文字あそび

毎週金曜日　午後２時～４時３０分小学生ギネスに挑戦

▼吉良児童館（緯３２・１１９１）
４日昌・１８日昌…ベビーマッサージ
６日晶…親子体操
１３日晶…読み聞かせ
２０日晶…リトミック
２７日晶…たなばた工作
午前１０時３０分～１１時

０～３歳ちびっこ集まれ

１４日松　午後１時３０分～３時
※要予約。定員１０人。

３歳～
小学生

父の日のプレゼント
作り

２８日松　午後１時３０分～３時※要予約。小学生ボールゲーム

日　　時　　な　　ど対　象内　　  容

▼一色児童センター（緯７４・２８００）
４日昌…歯磨き遊び
１１日昌…リズム遊び
１８日昌…親子体操
２５日昌…バルーン作り
午前１０時３０分～１１時

０～３歳ちびっこ集まれ

８日掌　午前１０時３０分～１１時３０分
３歳～
小学生

ジャガイモ掘り

１４日松　午後２時～３時
３歳～
小学生

父の日のプレゼント
作り

２６日昭　午前１１時～１１時１５分※要予約。０～３歳お誕生会

２８日松　午後２時～３時
３歳～
小学生

椅子取りゲーム

▼幡豆児童館（緯６３・０１３１）
４日昌・１８日昌…リズム遊び
１１日昌…絵本、手遊び
２５日昌…歯みがきあそび
午前１０時３０分～１１時

０～３歳ちびっこ集まれ

８日掌　午後１時３０分～３時
※要予約。定員１０人。

３歳～
小学生

父の日のプレゼント
作り

２１日松　午後１時３０分～３時
３歳～
小学生

しゃぼん玉をとばそ
う

●就学前のお子さんが参加する場合は、保護者同伴でお越しください。
●詳細は各施設に、直接お問い合わせください。
●児童館全般については、子育て支援課こども福祉担当（緯６５・２１０８）へ。

 ６
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Guia de Vacina Preventiva
６

※右ページへ。

そ の 他 ・ 注 意対　　　　象予 防 接 種 名

■そ 対象者には生後２か月ごろまでに予診票兼接種依頼書を郵送し
ました。対象以前生まれで、接種を終えていない５歳未満の方
は、予診票兼接種依頼書をお渡ししますので、母子健康手帳を
持参の上、各保健センターへお越しください。

■対 生後２か月～５歳未満の方ヒヒブブ

■そ 対象者には生後２か月ごろまでに予診票兼接種依頼書を郵送し
ました。対象以前生まれで、接種を終えていない５歳未満の方
は、予診票兼接種依頼書をお渡ししますので、母子健康手帳を
持参の上、各保健センターへお越しください。

■対 生後２か月～５歳未満の方小児肺炎球小児肺炎球菌菌

■そ ２６年度から個別接種に変わりました。対象者には生後２か月ご
ろまでに予診票兼接種依頼書を郵送しました。対象以前生まれ
で、接種を終えていない１歳未満の方は、予診票兼接種依頼書
をお渡ししますので、母子健康手帳を持参の上、各保健センタ
ーへお越しください。

■対 生後３か月～１歳未満の方ＢＣＢＣＧＧ

■そ 対象者には生後２か月ごろまでに予診票兼接種依頼書を郵送し
ました。

●１期初回
■対 生後３か月～７歳半未満の
方

ジフテリア百日せジフテリア百日せきき
破傷風ポリ破傷風ポリオオ
（（４４種混合種混合 ））

■そ 対象者には１期初回３回接種を終えて１年１か月後に、予診票
兼接種依頼書を郵送します。

●１期追加
■対 １期初回３回接種を終えた
後、１年を経過した７歳半
未満の方

■そ 対象者は個別接種用の予診票兼接種依頼書が必要です。お持ち
でない方は、母子健康手帳を持参の上、各保健センターへお越
しください。
■注 予防接種手帳につづられている予診票や、集団接種用の予診票
は使えません。

●１期初回
■対 ２４年６月以前生まれで、１
期初回３回接種を終えてい
ない７歳半未満の方

ジフテリア百日せジフテリア百日せきき
破傷破傷風風（DPT（DPT））

■そ 対象者には１期初回３回接種を終えて１年１か月後に、予診票
兼接種依頼書を郵送します。
■注 予防接種手帳につづられている予診票や、集団接種用の予診票
は使えません。

●１期追加
■対 １期初回３回接種を終えた
後、１年を経過した７歳半
未満の方

■そ 対象者は個別接種用の予診票兼接種依頼書が必要です。お持ち
でない方は、母子健康手帳を持参の上、各保健センターへお越
しください。
■注 生ポリオワクチンを２回接種した方は、不活化ポリオワクチン
の接種は不要です。予防接種手帳につづられている予診票や、
集団接種用の予診票は使えません。

●１期初回
■対 生ポリオワクチン２回接種
を終えていない方、または
生ポリオワクチンと不活化
ポリオワクチンを合わせて
３回接種を終えていない方

不活化ポリ不活化ポリオオ

■そ 対象者には１期初回３回接種を終えて１年１か月後に、予診票
兼接種依頼書を郵送します。
■注 任意（自費）接種を含めて、１期初回３回接種を終えて１年１か
月以上経過していて、予診票兼接種依頼書がない方はお問い合
わせください。

●１期追加
■対 不活化ポリオ１期初回３回
接種を終えた後、１年を経
過した７歳半未満の方

■そ 対象者には生後２か月ごろまでに予診票兼接種依頼書を郵送し
ました。対象以前生まれで、接種を終えていない２歳未満の方
で、予診票兼接種依頼書がない方は、各保健センターへお問い
合わせください。

●１期
■対 １歳～２歳未満の方麻しん風し麻しん風しんん（MR）（MR）

■そ 対象者には４月に予診票兼接種依頼書を郵送しました。
●２期
■対 ２０年４月２日～２１年４月１
日生まれの方（年長児相当）

Vacina Hib

Vacina pneumocócica pediátrica

共通事項　各予防接種の対象となる方は、指定医療機関へ予約をして、予診票兼接種依頼書と母子健康手帳を持参の上、

期限内に接種してください。市外の医療機関（県内の協力医療機関）で予防接種を希望する場合は、市が発行する連絡票

が必要です。分からないことなどがありましたら、各保健センターへお問い合わせください。

◆地区の割り振り
西尾地区…一色・吉良・幡豆地区以外にお住まいの方
一色地区…一色町にお住まいの方
吉良地区…吉良町にお住まいの方

幡豆地区…東幡豆町、西幡豆町、鳥羽町、寺部町にお住まいの方



※西尾警察署の「困りごと相談緯５７・０１１０」や名古屋法務局西尾支局の「人権相談緯５７・２６２２（毎週水・木曜日、午前１０時～午後４時）」、西三
河県民生活プラザの「法律相談緯０５６４・２７・０８００（西三河総合庁舎１階、第２水曜日、午後１時３０分～３時、要予約）」もご利用ください。

●●相談は全て無料です。相談日が祝日と重なった場合は原則としてお休みです相談は全て無料です。相談日が祝日と重なった場合は原則としてお休みです。。
●市役所●市役所のの市民課市民課・収納課・子ども課・・収納課・子ども課・福福祉課には祉課にはポルトガル語を話せる職ポルトガル語を話せる職員員（臨（臨
時職員時職員））がいますがいます。。６６ 

問   合   先主　な　相　談　内　容場　 所日　　　  時相　 談

保 険 年 金 課 国 民 年 金 担 当
（緯６５・２１０４）

厚生年金・国民年金について。※受け
付け状況により、相談時間終了前でも
受け付けを終了する場合があります。

市役所多目的室 BCDE

吉良支所第１会議室

市役所多目的室 BCDE

市役所２２B会議室

午前１０時～正午
午後１時～３時
※受け付けは午前８時
３０分から。

６月３日昇

　・１０日昇

　・１７日昇

　・２４日昇

年金相年金相談談

企画政策課行政評価委員会
（緯６５・２１５５）

市施策で申立人の利害に関する苦情
※予約制。

市役所１１相談室午後１時３０分～３時６月２日捷・１６日捷行政評価苦行政評価苦情情申立申立

商 工 観 光 課 商 工  担 当
（緯６５・２１６８）

悪質商法や消費者トラブル、多重債務
問題。※予約制（１人１時間程度）。電
話相談も可。多重債務問題は面談のみ。

市役所１１相談室
※ ２日 捷 ・１６日 捷 の 午 
後 は 市 役 所 １３ 相 談 室 。

午前９時～正午
午後１時～４時

毎週月・木曜日消費生活相消費生活相談談

〃
労働条件、解雇、賃金などの労働問題
※予約制。予約は開催日前日の正午ま
でに商工観光課商工担当へ。

市役所１１相談室午後１時～４時６月１７日昇労働相労働相談談

〃
新たに事業を始めたい方のための創業
に関する相談。

市役所商工観光課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日創業支援相創業支援相談談

収納課徴収担当
（緯６５・２１２９）

市 税 の 納 税 に 関 す る 相 談 （ 夜 間 ） 。納 税 も 可市役所収納課午後６時～８時６月１２日昭市税夜間納税市税夜間納税相相談談

〃市税の納税に関する相談。納税も可市役所行政情報ｺーﾅー午後１時～５時１５分６月２９日掌市税納税相市税納税相談談

市民課窓口担当
（緯６５・２１０１）

法律的専門知識を有する相談。※予約
制で各５人まで。予約は５月１６日晶か
ら市民課窓口担当へ。

市役所１１相談室

寺 津ふ れ あ い セ ン タ ー

市役所１１相談室

一色支所第１会議室

幡豆支所第２会議室

吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２

午後１時３０分～４時

６月３日昇

　・７日松

　・１０日昇

　・１２日昭

　・１９日昭

　・２６日昭

市民特別法律相市民特別法律相談談

〃土地などの売買や相続など市役所１１相談室午後１時～４時６月１１日昌登記相登記相談談

〃
紛争の目的の価格が １ ４ ０ 万円以下の民
事相談。※予約制で５人まで。予約は
５月１６日晶から市民課窓口担当へ。

市役所１１相談室午後１時３０分～４時６月１３日晶司法書司法書士士法律相法律相談談

〃行政全般に対する苦情や要望
市役所１１相談室

吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２
午前１０時～正午６月１３日晶行政相行政相談談

〃

いじめ、嫌がらせ、虐待、差別、セク
ハラ、ＤＶなどの日常生活における心
配ごとや悩みごと。※一色支所・総合
福祉センターは弁護士同席。

 吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２

一色支所第１会議室 

幡豆 い き い き セ ン タ ー

総合福祉センター

午後１時３０分～４時　
※受け付けは午後 ３時
３０分まで。

６月６日晶

　・１３日晶

　・２０日晶

　・２１日松

人権相人権相談談

地域支援協働課市民協働
担当（緯６５・２１７８）

スペイン語、ポルトガル語、英語によ
る生活上、行政上の相談市役所１１相談室午後１時～４時６月６日晶・２０日晶外国人相談 外  国  人  相  談 

がいこくじんそうだがい こく じん そう だんん

家庭児童支援課要保護
児童担当（緯５６・３１１３）

就園前のお子さんの発達や、育児全般、
児童虐待について。※電話相談可。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日育児・虐育児・虐待待相談相談

家庭児童支援課ＤＶ相
談担当（緯５６・３１１３）

配偶者などからの暴力に関する相談。
※電話相談可。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日ＤＶ相ＤＶ相談談

家庭児童支援課児童相
談担当（緯５６・０３２４）

児童の性格や家族関係、学校生活など
の電話・面接相談。※予約も可。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課
※土曜日は多目的室Ａ。

午前９時～午後４時
※土曜日は正午まで。

日曜日・祝日を除く
毎日

児童相児童相談談

家 庭 児 童 支 援 課 母 子 担 当
（緯６５・２１７９）

母子家庭の困りごとや自立生活に関す
ること

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日母子家庭相母子家庭相談談

西三河福祉相談センタ
ー（緯０５６４・２７・２７７９）

療育手帳の新規交付・再判定に関する
こと。事前に予約が必要 

吉良町保健センター

総合福祉ｾﾝﾀー相談室
午前１０時～午後３時

６月５日昭

　・１２日昭・２６日昭
児児童童巡回相巡回相談談

福祉課社会福祉担当
（緯６５・２１１４）

内職の紹介と事業所の登録総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前１０時～午後３時毎週金曜日内職相内職相談談

障害者虐待防止センタ
ー（緯６５・２１１７）

障害者に対する虐待に関する相談。 
※電話相談可。

障害者虐待防止ｾﾝﾀー
（市役所福祉課内）

午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日障害者虐待相障害者虐待相談談

地域活動支援センター
めだか工房（緯５４・６７７５）

精神障害者と家族の困りごと
地域活動支援センタ
ーめだか工房

午前９時～午後５時
※土曜日は正午まで。

日曜日・祝日を除く
毎日

こころの相こころの相談談

福祉課障害者福祉担当
（緯６５・２１１３）

知的障害者と家族の困りごと総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前９時～正午毎月第２水曜日知的障害者相知的障害者相談談

〃身体障害者と家族の困りごと総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前９時～正午毎月第１・第４月曜日身体障害者相身体障害者相談談

市社会福祉協議会総務
課（緯５６・５９００）

結婚相手の紹介。※申込金 ５ ０ ０ 円と写
真２枚が必要。

総合福祉ｾﾝﾀー相談室午後１時～３時
毎週火曜日と毎月第
１・第３日曜日

結婚相結婚相談談

児童・生徒 支援 セ ン タ ー
（緯５７・０５５５／緯７３・４５７２）

小・中学生のいじめや不登校などに関す
る心配ごとや悩みごと。※面接相談可。

中央ふれあいセンター

一色健康センター
午前９時～午後４時毎週月～金曜日

児児童童・・生生徒徒
心配ごと相心配ごと相談談

子育て支援センター
（緯５７・2602）

就学前のお子さんの育児、生活習慣、
心配ごとなど

子育て支援センター
（八ツ面保育園内）

午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日育児相育児相談談
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《このコーナーに掲載する記事を募集》申し込みは所定の投稿用紙に必要事項を記入の上、掲載を希望する号の前月の１０日までに、直接または

ファクスで秘書課広報担当（緯６５・２１５９／胃５７・１３１３）へ。投稿用紙は同担当に用意。市のホームページからもダウンロードできます。ただし、

紙面の都合により掲載できない場合もあります。営利目的や政治・宗教関係、特定の人や団体のみを対象とした記事などはお断りします。

３３ 平成２６年５月１６日号広報

　このコーナーの内容は市民の皆さんなどからの原稿を基に
作成しています。費用が無料のもの、どなたでも参加できる
もの、申し込み期限などの期日の定めがないものは、金額、
対象者、期日を記載していません。紙面の都合で全てをお伝
えできませんので、詳細については各記事の問合先に確認し
てください。

中国語の日常会話教室

▼日時と場所／①５月１７日松午後４時～

５時…ホワイトウェイブ２１会議室　②毎

週水曜日…城南文化センター（花ノ木町）▲

定員／１０人

▲

申込・問合先／各開催日

の前日までに電話またはＥメールで田紅

玲中文教室　小田（緯０９０・６５７６・９５０７／

死denkoureyi@yahoo.co.jp／寄住町）へ。

講座

乗って残そう名鉄西尾・蒲郡線
春の「幡豆・友引市」

　さまざまな店が数多く立ち並びます。

尊皇蔵元の蔵開きも開催されます。名鉄

電車に乗ってお越しください。 ▼日時／

６月１日掌午前９時～午後３時（小雨決

行） ▼場所／名鉄西幡豆駅周辺 ▼問合先

／ＮＰＯ法人幡豆・三河湾ねっと事務局

中村（緯０８０・５２９５・９０９８／西幡豆町）

催し

自然を楽しむ観察会

　田んぼと小川で水の中の生き物を探そ

う。

▲

日時／５月２４日松午前９時～正午▲

集合場所／ネイチャーセンター（いき

ものふれあいの里内）

▲

定員／２０人

▲

参

加料／ １ ０ ０ 円

▲

問合先／西三河自然観察

会　松山（緯０９０・７６１６・２６１３／刈谷市半

城土西町）

催し

宅老所・伊文「だんだん」講演会

　地域で活躍している方のお話を伺いま

す。今回は落語を聞きます。

▲

日時／６

月１１日昌午前１１時１０分～正午

▲

場所／伊

文会館（伊文神社隣）

▲

定員／１０人（先着

順）

▲

申込・問合先／６月１０日昇までに

電話で加藤（緯５４・５５７６／神下町）へ。

催し

吉良町女性の会　ウォーキング
講座・和食マナー講座

◎幡豆ビーチ・ウォーキング講座 ▼日時

／５月２４日松午前９時３０分 ▼集合場所／

吉良町公民館 ▼定員／３０人（先着順） ▼参

加料／ ５ ０ ０ 円◎和食マナー講座 ▼日時／

６月１４日松午前１１時 ▼集合場所／吉良町

公民館 ▼定員／３０人（先着順） ▼参加料／

 ３，７ ０ ０ 円 ▼申込・問合先／電話で吉良町

女性の会　浅井（緯０８０・３０７４・７２３３／吉

良町）へ。

講座

健康づくり教室

　腰痛・膝痛の方にも役立つ「美しくな

る・楽しくなる体操」を行います。 ▼対

象／市内在住の方 ▼日時など／７～９月

の月曜日の午前中　全９回

▲

場所／総合

福祉センターふれあいホール（４階）

▲

定

員／８０人

▲

費用／ ２，５ ０ ０ 円

▲

申込方法／

６月９日捷午前９時～１１時３０分に、直接

総合福祉センターふれあいホールへ。

▲

問合先／西尾市健康づくりボランティア

げんき体操　吉田（緯５９・４５８２／羽塚町）

講座

ぷちともサークル募集

入園前のお子さんがスムーズに保育園

に通えるよう、うた・手遊びなどを学び

ます。

▲

対象／市内在住の２３年４月２日

～２４年４月１日生まれのお子さん※保護

者同伴不可。

▲

日時など／２７年３月２４日

までの毎週火曜日午前１０時～正午

▲

場所

／矢曽根町ふれあいセンター（矢曽根町）▲

定員／１０人程度

▲

費用／１回 ８ ０ ０ 円、

年間保険料 ８ ０ ０ 円

▲

申込・問合先／電話

で永谷（緯０９０・３９５７・７００４／永吉町）へ。

募集

はじとび寄席ｉｎ華蔵寺

▲

日時／６月２１日松①昼の部…午後１時

３０分～３時３０分　②夜の部…午後５時～

７時

▲

場所／華蔵寺（吉良町）

▲

内容と出

演／古典落語…桂米福、講談…神田京子▲

定員／各１００人

▲

入場料／２，５００円（お

茶とお菓子付き）

▲

チケット販売場所／

喫茶「峰」（吉良町）、リフォーム専門店

「ゆいリビング」（住崎一丁目）

▲

問合先

／喫茶「峰」　加藤（緯３２・２１６１）

催し

お寺ヨガをはじめてみませんか

　初めてでも体が硬くても大丈夫。ココ

ロとカラダをじっくりほぐし、リフレッ

シュしましょう。 ▼日時／５月２５日掌・

２９日昭、６月３日昇・１２日昭・１７日昇・

２６日昭午前１０時～１１時１５分※１回ずつ受

講可。

▲

場所／唯法寺（順海町）

▲

費用／

 １ ，０ ０ ０ 円（お茶とプチお菓子付き）

▲

申込

・問合先／各開催日の前日までに電話ま

たはＥメールで生田（緯０８０・５１００・３７１０

／死 nature l . peach1123@gmail.com／今

川町）へ。

講座

第３４回仁吉まつり

　義理と人情に生きた「吉良の仁吉」をし

のんで行われる祭りです。 ▼期日／６月

１日掌（小雨決行・荒天中止） ▼場所／源

徳寺・福泉寺とその周辺（吉良町） ▼内容

など／午前１０時…墓前祭、１０時３０分～午

後３時…仁吉まつり（吉良小唄歌舞披露、

餅つき大会と餅の振る舞い、模擬店など）

▼主催／吉良・まちづくり協議会、仁吉

まつり実行委員会

▲

問合先／西尾みなみ

商工会（緯３２・１１４１／吉良町）

催し
三河歯科衛生専門学校市民公開講座

▲
日時／５月２５日掌午前１０時～午後０時

３０分

▲

場所／三河歯科衛生専門学校（岡

崎市岡町）

▲

内容／和食の調理講座です。

カツオの山椒焼きなど６品目を作ります。▲

定員／２０人（先着順）

▲

申込・問合先／

電話で三河歯科衛生専門学校（緯０５６４・

４８・６６８０／岡崎市岡町）へ。

講座

西尾市民吹奏楽団　　　　　　
チャリティーコンサート２０１４

▼日時／６月８日掌午後１時３０分開場、

２時開演 ▼場所／文化会館大ホール ▼テ

ーマ／テレビドラマ特集 ▼指揮／寺島康

朗氏 ▼入場料／小学生以上 ５ ０ ０ 円（就学

前のお子さんは無料） ▼チケット販売場

所／中善楽器、ジャックス（文化会館内）

ほか

▲

問合先／西尾市民吹奏楽団　大竹

（緯０９０・８４７０・５６２０／吉良町）

催し



広報平成２６年５月１６日号 ３４

　日本人の血液型は、おおむねＡ型４割、Ｏ型３割、Ｂ型２割、ＡＢ

型１割の割合となっています。しかし、この４月からの秘書課広報広

聴グループ６人の血液型は、全員が同じ血液型となっています。血液

型を気にするのは世界でも日本人だけと聞きますが、かなり気になる

偶然です。何型かはあえて伏せておきますが、個性派ぞろいといわれ

るこの血液型。それぞれの個性を生かしながら、息の合った広報紙づ

くりに努めていきたいと思います。（み）

[編集・発行]

〒445-8501

愛知県西尾市寄住町下田22

西尾市企画部秘書課

緯０５６３・56・2111（代表）
緯０５６３・６５・21５９（直通）／胃０５６３・５７・1313
Ｕ Ｒ Ｌ （ パソ コン ） h tt p:/ / www. city. nishio . aichi .jp/

　        （ 携帯電話） h tt p:/ / www. city. nishio . aichi .jp/mob/

E-mail　 nishio@city.nishio.lg.jp

●広報にしおは再生紙を使用しています。

（楠村町）
平成２４年１１月生まれ

浦川  結  愛 ちゃん
ゆ な

お兄ちゃんのまねっこ
が大好き竃２人仲良く
元気に育ってね竃

（宅野島町）
平成２４年１１月生まれ

古賀  奏  乃  介 くん
そう の すけ

のりものが大好きなそ
うくん！みおんおねえ
ちゃんとなかよくね☆

（上矢田町）
平成２４年１１月生まれ

宮田 あるるちゃん

いつも元気なあるるち
ゃん竃たくさんの笑顔
と幸せをありがとう☆

（下矢田町）
平成２４年５月生まれ

金子  怜  菜 ちゃん
れ な

元気いっぱいな怜菜竃
２歳のお誕生日おめで
とう！　大好き！

（一色町）
平成２３年１１月生まれ

浅井  聡  介 くん
そう すけ

お茶とまんじゅうが好
きな聡くん。いっぱい
食べて大きくなってね。

（吉良町）
平成２４年１１月生まれ

牧  来  春 ちゃん
こ はる

お兄ちゃんといつも仲
良く、元気いっぱいに
大きくなってね☆

（田貫町）
平成２４年５月生まれ

 角  谷   恵  汰 くん
すみ や けい た

公園が大好きな恵汰。
これからもたくさんお
出掛けしようね♪

（巨海町）
平成２４年１１月生まれ

岩瀬  真  輝 ちゃん
ま き

これからもたくさん食
べて、大きな笑顔を見
せてください！

●内科・小児科

　受付時間　午前８時４５分～１１時３０分

　　　　　　午後１時～４時３０分

　診療時間　午前９時～正午

　　　　　　午後１時～５時

●歯科

　受付時間　午前８時４５分～１１時３０分

　診療時間　午前９時～正午

西尾市休日診療所　緯５５・０８００
熊味町小松島１２（西尾市保健センター西隣）

●休日・時間外の相談

▼救急医療情報センター（緯５４・１１３３）…２４時間対応で受診

可能な医療機関を紹介します。

▼小児救急電話相談（緯♯８０００、緯０５２・９６２・９９００）…夜間

（午後７時～１１時）に子どもの急病について相談に応じます。

◆持ち物　健康保険証、医療費受給者証、診療費など

６
診療時間：午前９時～正午、午後１時～5時在宅当番医

１１日日掌掌 （耳・気）
住吉町３丁目　緯５６・０２２０

三 村 医 院

２２２２日日掌掌
（眼）

西幡豆町西見影　緯６２・２３４０

黒 部 眼 科

１１５５日日掌掌 （整・リハビリ）
塩町　緯５６・８１７７

宍戸整形外科

８８日日掌掌 （神・精）
高畠町４丁目　緯５４・６０３３

定塚メンタルクリニック

２２９９日日掌掌
（耳）

寺津二丁目　緯５８・８０６７

畠山耳鼻咽喉科医院


